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令和３年度事業報告（総括） 

 

 

令和３年度は、長引くコロナ禍により前年度に引き続き地域福祉活動の停滞が

続きました。あらゆる生活環境の中でコロナ対応や With コロナへの変化を求め

られ、人が集まりふれあえる機会が制限されました。しかし、地区社協活動やボ

ランティア活動の場面ではそうした思うに任せない状況の中で、必ずしも活動の

休止だけではなく、形を変え、新たな手法を取り入れながら地域福祉の灯火を絶

やさぬよう福祉委員の方々やボランティアの皆さんが考え続け、活動し続けてく

ださったことに心から感謝申し上げます。 

本会は、地域福祉活動や本会が取り組む生活支援の場からコロナ感染を出さな

いことを方針とし、基本的な対策の徹底で感染防止に取り組んで参りました。そ

の上で「ともに歩むふくしプラン４」をスタートさせ、「地域福祉コーディネー

ターモデル設置事業」を中心に、地域づくりから個別支援まで様々な事業の実施

を通じて「地域に暮らす誰もが幸せや満足感を感じ、どの市民の課題や困難も見

逃さず、 誰一人取り残さないまち」を築いていく取り組みを実践して参りまし

た。 

 地域福祉コーディネーターを配置して活動を展開する中で痛感したことは、「社

会福祉協議会」の存在や役割がまだまだ多くの市民の方々に知られていないこと

でした。私たちは何をする存在でどのような価値を持ち、何のために誰のために

働くのか、改めて私たち自身に問い直し、進むべき方向を見定めるために「ブラ

ンド構築プロジェクト」を立ち上げました。佐倉デザイン企画会の協力のもとで

本会の認知度を上げ、活動への理解を高めるために職員自身が様々な角度から学

び、話し合い、本会の目指すビジョン（未来像）として「ありがとうが行き来す

るまち」を掲げ、その実現のためのミッション（使命）として「誰もが自分の居

場所があるまちをつくるために、地域の声と地域の力をつなぎます。」という言

葉を紡ぎ出しました。このミッション（使命）は、例えコロナ禍であっても、生

活様式が大きく変化しようとも、私たち社会福祉協議会の普遍の役目です。私た

ちが描いた未来像に向けて、この二年間の経験を糧にこれからも地域づくりに邁

進して参ります。 

 

【重点実施事項】 

 

１．ともに歩むふくしプラン４（第６次佐倉市地域福祉活動計画）推進と 「地域

福祉コーディネーター」の試行設置を通じて、“地域の課題を 地域で解決で

きる地域づくり”を実現します。 

 

 「ともに歩むふくしプラン４（以下、プラン４）」推進初年度は、コロナ禍 

により進捗がやや鈍くなりました。そうした中で、圏域ネットワーク会議では 

開催見送りの代わりにアンケートによる地域ニーズの把握に努め、今後の検討 

課題の洗い出しに努めました。また、プラン４のダイジェスト版を社協さくら 

第２０３号に併せて発行するなどの周知も行いました。 

1



 

 地域福祉コーディネーターの設置では、志津南部圏域（志津南地区社協・西 

志津地区社協エリア）をモデル圏域に「地域支援」「個別支援」「課題の共有 

と参加支援」の各活動に着手し、とくに初年度は存在を「知ってもらう」こと 

に重点を置いて取り組みました。また、佐倉市との共催により実施した「地域 

福祉フォーラム」では地域福祉コーディネーターをテーマに、国際医療福祉大 

学の小林雅彦教授や先進地の東京都調布市社協を招いて意見交換を行い、映像 

を YouTube で公開しました。プラン４の推進はゆっくりではありますが、地域 

の課題を地域で解決のできる地域づくりに向けて着実に一歩を踏み出せた一年 

でした。 

 

 

２．コロナ禍にあっても支えあい、気にかけあい、つながり続けるために地域で

の見守り支援など、新しい地域福祉活動・社協活動を開発し、実践します。  

 

多くの地域活動が自粛を余儀なくされる中で、ボランティアグループが取り 

組む「ふれあい型食事サービス」では、手作り弁当を届けたり、それも困難な 

時は電話や手紙による安否確認などの緩やかな見守り活動に取り組みました。 

他にも地区社協活動やボランティア活動でつながりを絶やさない創意工夫した 

取り組みが随所に見られました。 

また、善意銀行では食品の預託・払出件数がともに過去最高となりました。 

コロナ禍により食料を必要とする世帯への支援の急増や併せて、そうした状況 

を知った市民や企業、各種団体からの寄附が増加し、同じ地域内の様々な立場 

で支えあう意識の醸成とともに、食品ロスを防ぐ社会的な取り組みとも連動す 

る大きな成果となりました。さらにボランティアによる「子ども食堂」や「学 

習支援」の活動が盛んに行われ、実施団体間の連携をはかるべく本会が連絡調 

整役を担い、子どもの困窮を支援する取り組みにも注力して参りました。 

 

 

３．法人後見事業のさらなる充実や、市民後見人、NPO 法人との連携強化を通じ

て成年後見制度の利用を促進します。 

 

  本会の成年後見制度に関する取り組みは成長を続けており、本会独自の法人 

後見受任の推進と併せて、市民後見人養成講座修了者を中心に組織された「NPO 

法人佐倉市民後見人協会（以下、協会）」による法人後見受任の実現のための 

取り組みを進めて参りました。現在協会では後見類型のケースを２件受任して 

おり、本会が後見監督人として選任を受けて協会をサポートする体制を整えま 

した。毎月行う協会からの後見業務報告では、監督人として適宜必要な指導・ 

助言に努めました。本会、協会に加えて本会と複数受任をしている市民後見人 

との三者により、佐倉市の成年後見制度の利用を促進するための新しい局面を 

開くことが出来ました。 

 

 

以下、本年度の各事業の概要を報告します。 
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１　社会福祉事業

・市町村社会福祉協議会の法的根拠と社会福祉事業について                         

・市町村社会福祉協議会の事業（法第１０９条抜粋）

　④前３号に掲げる事業のほか、社会福祉を目的とする事業の健全な発達を図るために必要な事業

佐倉市社会福祉協議会マスコットキャラクター

“ふうりっぷ”

（１）法人運営

１　組織の運営

　市町村社会福祉協議会は、社会福祉法第１０９条（昭和26年3月29日法律第45号）に規定された社
会福祉法人です。この法律は、社会福祉を目的とする事業の全分野における共通的基本事項を定
め、社会福祉を目的とする他の法律と相まって、福祉サービスの利用者の利益の保護及び地域にお
ける社会福祉（「地域福祉」という。）の推進を図るとともに、社会福祉事業の公明かつ適正な実施の確
保及び社会福祉を目的とする事業の健全な発達を図り、もって社会福祉の増進に資することを目的と
したものです（法第１条）。

　①社会福祉を目的とする事業の企画及び実施

　②社会福祉に関する活動への住民の参加のための援助

　③社会福祉を目的とする事業に関する調査、普及、宣伝、連絡、調整及び助成
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（ア）理事会の開催

回  数 開 催 日 時 会　 場 出席者

第４回 ８名同意

（イ）評議員会の開催

回  数 開 催 日 時 会　 場 出席者

・令和４年度事業計画の承認

・令和４年度資金収支予算の承認

･令和３年度資金収支補正予算の承認

･役員及び評議員の報酬等の支給基準の承認

上  程  議  案

第３回
 １１月１２日（金）
午後１時３０分～

２階会議室
理事８名
監事２名

第５回
３月１１日（金）

午後２時～

Zoomによる
リモート参加
と会場参集
の併用会議
（２階会議

室）

理事７名
監事２名

・令和３年度補正予算の承認

・令和４年度事業計画の承認

･令和４年度予算の承認

・事務局規程の一部改正

・給与規程の一部改正

・令和４年度役員等賠償責任保険の契約

・契約の締結

上  程  議  案

第１回
 ５月２７日（木）

午後１時３０分～

Zoomによる
リモート参加
と会場参集
の併用会議
（２階会議

室）

理事８名
監事２名

・任期満了に伴う次期監事選任候補者の推薦

・定時評議員会の招集

・令和２年度事業報告の承認

・令和２年度資金収支決算の承認

・任期満了に伴う次期評議員選任候補者の推薦

・評議員選任・解任委員会の招集

・任期満了に伴う次期理事選任候補者の推薦

・評議員会の招集

・令和２年度資金収支決算の承認

・任期満了に伴う理事の選任

・任期満了に伴う監事の選任

・令和３年度被表彰者の選定

・経理規程の一部改正

・管理職職員の任免書面同意

第２回
 ６月１８日（金）

午後１時３０分～
地下研修室

理事８名
監事２名

・会長の選任

・副会長の選任

・業務執行理事の選任

・評議員選任・解任委員会委員の選任

・福得孝養基金運用規程の制定

・顧問の委嘱

Zoomによる
リモート参加
と会場参集
の併用会議
（２階会議

室）

８名

・令和２年度事業報告

第１回
（定時）

 ６月１８日(金)
午前１０時

地下研修室 ８名

第２回
 ３月２５日(金)

午後１時３０分～
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（ウ）監事による監査（定款第２２条に基づく）

会　 場

 令和２年度事業報告、決算

（エ）内部会計監査（経理規程第７２条に基づく）

会　 場

会長室

会長室

会長室  令和３年度７月～９月分会計処理状況

（オ）財政援助団体等監査（地方自治法第１９９条に基づく　所轄庁：佐倉市）

会　 場

議会棟

１２月９日（木）

実  施  日 内　　     　容

９月２９日（水）

実  施  日 内　　     　容

書面監査

実  施  日 内　　     　容

７月６日（火）  令和２年度１０月～３月分会計処理状況

令和２年度、令和３年度の事業計画・予算及び事業報告・決算
定款、役員、職員及び組織関係

１０月７日（木）  令和３年度４月～６月分会計処理状況
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２　組織体制基盤の強化

（ア）佐倉市社会福祉協議会ブランド構築プロジェクト

実施内容

a　ブランド勉強会

実施日 参加職員

　１１月１１日（木） ２３名

ｂ　ブランド構築プロジェクト

第１回 １１月２３日（火）

第２回 １２月１９日（日）

第３回 １月９日（日）

第４回 １月１０日（月）

第５回 ２月２６日（土）

第６回 ３月１３日（日）

第７回 ３月２７日（日） ※ブランド発表会

　本会が活動を行う上で、社協が認知されていない、行政と同じに捉えられるなど様々な課題が顕在化した。また周知
すべき社協とは何かを明確にし、職員間、市社協と地区社協、関係機関などと共有する必要がある。こうした課題を解
決するため、ブランドの構築プロジェクトを実行して社協ブランドの構築を行い、社協の認知度を上げ、活動への理解
度を高めていく機会として取り組んだ。

講義

テーマ「ブランドについて」 佐倉デザイン企画会代表理事　里川基氏

講師
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（イ）衛生委員会

実 施 日 会　場 出　席　者

・コロナウイルスワクチンの接種状況について

・職員定期健康診断について

・職員執務場所等の状況確認について

・職員健康相談、面接の実施について

・令和３年度職場巡視の総括について

・職員の健康管理について　①健康診断の総括について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　②ストレスチェック実施結果について

・新型コロナウイルス職域接種について

・次年度の衛生業務計画について

（ウ） 産業医衛生業務

実 施 日

４月８日（木）

５月１３日（木）

６月１０日（木）

８月１９日（木）

９月９日（木）

１０月１４日（木）

１１月１１日（木）

１２月９日（木）

１月１３日（木）

３月１０日（木）

　７月８日（木） 会長室  ３名

２月１０日（木） 会長室 ３名

内　　　容

職員健康相談、面接（事務局）

職員健康相談、面接（西部地域福祉センター）

職員健康相談、面接（事務局）

職員健康相談、面接（事務局）

職員健康相談、面接（管理職面接）

職員健康相談、面接（管理職面接）

業　務　内　容

令和３年度業務打ち合わせ、社会福祉センター執務場所等の状況確認

西部地域福祉センター執務場所等の状況確認、職員健康相談、面接

職員健康相談、面接（事務局）

職員健康相談、面接（事務局）
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３　福祉功労者表彰

（ア）福祉功労者表彰

日　　　時

会　　　場

被表彰者 155個人・団体

内　　容

a 特別功労賞（会長表彰後１０年以上）《12名》

（敬称略）
ｂ 会長表彰
　・役員・評議員・委員（８年以上）　《88名》　

（敬称略）

ｃ 会長感謝状

 （a）多額寄付者

　〔個　人〕（３万円以上）《12名》　 　

（敬称略）

　〔団　体〕（１０万円以上）《13団体》　 

（敬称略）

（b）福祉活動功績者
　〔個　人〕《5名》　

（敬称略）
　〔団　体〕《6団体》   

（敬称略）

コロナウィルス感染拡大の状況を鑑み福祉功労者表彰式は中止

　社会福祉の発展に功労のあった方々を表彰するとともに、これからの地域福祉のあり
方や本会が果たすべき役割の整理と活動の強化につなげることを目的して実施した。

秋山辰彦、糸井文子、伊藤澄子、河内文彦、川口弘子、北川信人、
清見啓子、白鳥文子、土田祥子、並木信也、長谷川大美、宮坂明雄

佐倉商工会議所、佐倉商工会議所女性会、佐倉ライオンズクラブ、
株式会社千葉銀行佐倉支店、千葉みらい農業協同組合、
株式会社ディーシーエム、東日本旅客鉄道株式会社佐倉運輸区、
日立物流まごころ基金（株式会社日立物流）、日立物流まごころ基金（株式会社日立物流首都圏）、
株式会社ホソヤコーポレーション、明治安田生命保険相互会社佐倉南営業所、
山万グループ※、LAPIS　Japan　合同会社
※山万グループは６社連名　※山万（株）、ワイエム総合サービス(株)　山万ウィシュトンホテル(株)　光陽
(株)　(株)ユーカリファーム　(福）ユーカリ優都会

斎藤明美、髙橋英夫、竹中速雄、多田昌次、艫居優子

さくら輪の会、届けよう笑顔を！「ニコニコ合衆国」２３、長いすの会、
ハーモニーの会、ほっと・すぺーす・わかば、ユートピア時崎弁天

浅川武彦、荒悟、飯島礼子、飯髙萬里子、石井一隆、伊藤いく子、伊藤哲男、猪野美智子、
岩﨑久美子、磐崎武仁、梅村鉄也、榎沢ゆり子、海老沢礼子、圓城寺卓也、及川順夫、大久保真、
大久保洋子、太田博子、大野明子、大和田和男、尾澤キミ江、尾島克彦、尾瀬秀子、加藤悦三、
門澤秀子、門山光治、川原忠郎、神田水保子、菊池峰弘、栗山将人、後藤良子、斎藤明美、
齊藤幸子、櫻井裕樹、佐々木とく子、佐藤光代、柴田順子、清水和明、鈴木滋、鈴木稔、
高中聡、髙橋京子、高美修次、瀧本哲資、竹田恵美子、但馬祥生、立田のぶ、田中民枝、
谷口千恵、土屋寛、中川和子、永田千草、中野貞己、中村一孝、中村義夫、滑川忠一、
二本柳吉美、野口幸雄、橋本由美子、羽根井誠、原田和子、日向洋子、深瀧珠子、福田郁恵、
藤崎和生、藤崎賢二、堀秀行、松戸玉子、松戸豊子、松戸玲子、松村尚幸、松山洋子、
三須正、三須俊雄、水谷典子、水本寛紀、深山和明、三代川進、村井千鶴子、村井不二夫、
森田よし子、安田章夫、山田勇、山根安子、山本博子、吉竹賢一、吉原和裕、渡邊誠治

井野口綾子、鎌田和明、上出涼子、酒井久男、佐藤賀英、立石光夫、
寺村和晃、中村ふみ子、波多野稔夫、早坂光惠、山本喜代光、盧俊雄
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（c）特別会員
〔個　人〕（１０年以上）《5名》

（敬称略）

〔個　人〕（２０年以上）《１名》

（敬称略）

〔個　人〕（４０年以上）《１名》

（敬称略）

〔個　人〕（５０年以上）《１名》

（敬称略）

〔団　体〕（１０年以上）《7団体》

（敬称略）

〔団　体〕（２０年以上）《1団体》

（敬称略）
〔団　体〕（３０年以上）《３団体》

（敬称略）

（イ） 千葉県社会福祉大会

日　　　時

会　　　場

千葉県

社会福祉法人千葉県社会福祉協議会

社会福祉法人千葉県共同募金会

　  a 千葉県社会福祉協議会会長表彰

○民生委員・児童委員功労者《2名》　

（敬称略）
○社会福祉施設・団体関係役職員功労者《14名》　

（敬称略）
  ｂ 千葉県共同募金会会長表彰
○共同募金奉仕功労者　表彰《5名》　

（敬称略）
　ｃ　共同募金優良地区・団体《4団体》　

（敬称略）

佐藤正之助

株式会社木村屋、佐倉商工会議所、株式会社ナカムラ

千葉県社会福祉大会（中止）

主　　　催

青木こう、阿部美樹子、飯田浩司、粕谷恵美子、木嶋雅章、近藤真一、鈴木みつえ、
関谷景子、高橋健、中川光男、原宏之、宮部和樹、宮本典昭、渡邉澄江

畔田区、生谷東観団地自治会、米戸区、みどり野自治会

株式会社島田

伊藤泰彦、新谷俊文、新美謙二、福田克枝、宮内ひろ子

有限会社印旛防疫社、株式会社オールセレモニー、佐倉市よもぎの園　指定管理者社会福祉法人愛光、
公益社団法人佐倉青年会議所、北総防災株式会社、特定非営利活動法人みのり福祉会、
妙隆寺

加藤順一、福田克枝

櫻井正明

佐野潤一郎

石垣喜四郎、兼坂誠、田仲知代、峰村愛子、安本秀明
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４　会員募集

実施内容

（ア）会員数および会費収入金額                           

会員区分 令和３年度 令和２年度 令和元年度

３５，０１９世帯 ３７，１３２世帯 ３７，６９７世帯

１７，５０９，８０３円 １８，５６６，１１９円 １８，８４８，４１８円

７１人 ５５人 ６２人

８３，０００円 ５６，０００円 ６２，０００円

１１０人 １１４人 １４４人

２７２，０００円 ２７２，０００円 ３６２，０００円

９２団体 ９６団体 ９８団体

９３０，０００円 ９７０，０００円 １，０３０，０００円

３５，２９２組 ３７，３９７組 ３８，００１組

１８，７９４，８０３円 １９，８６４，１１９円 ２０，３０２，４１８円

（イ）自治会・町会・区代表者への社協説明会

期　　日 地　　区

 佐倉・内郷地区

 根郷・和田・弥富地区

 志津地区

 臼井・千代田地区

４月１７日（土）10：00～11：00 新任地区代表者（希望者）

４月１７日（土）14：00～15：00 新任地区代表者（希望者）

（ウ）法人会員募集の強化

　法人会員拡大をめざし、各団体への説明、資料送付等を行い会員募集の強化を図った。法人運
営の財源基盤の拡充に向けて今後も強化を図っていく。

中止

中止

会　　場

  会員制度は、組織の根幹をなすものであり、会員が納入する会費は社協活動の貴重な自主財源
である。緊急事態宣言の影響もあり説明会を開催することができなかったが、各自治会へ資料を送
付した。問い合わせには詳しい説明をして理解を求めた。

一般会費

賛助会費

特別会費 （個人）

特別会費 （団体）

合計

中止

中止

中央公民館ホール

中央公民館ホール
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 ５　災害時対応

実施内容

開催日時

会場

開催日時

開催方法

テーマ

講師

参加

６　就労準備等出かける場づくり事業

実施内容

（ア）利用状況

利用回数 ４２件

　佐倉市災害ボランティアセンターネットワーク構成団体の「公益社団法人佐倉青年会議所」様と、災害時の支援
活動において相互に協力するために協定を締結した。同時に八街市社会福祉協議会と酒々井町社会福祉協議
会も佐倉青年会議所様と協定を締結した。

（イ）災害ボランティアセンターネットワーク会議及び研修会

災害時の三者連携について　～令和元年の台風１５号１９号の支援活動の様子から～

Zoomによるリモート形式

災害支援ネットワークちば（CVOAD）代表　加納　基成　様

１２名

　本会がひきこもりの方等支援の一環として、令和3年9月1日より外出する居場所作りに取り組み、佐倉市が実施す
る「佐倉市生活困窮者自立支援事業」における「就労準備、ひきこもりの外出支援」等で活用し、生活困窮世帯の
自立に取り組んだ。参加された方には洗車、PC作業、切手のカット作業などを行っていただき、自立に向けた活動
につなげることができた。

　令和３年９月に佐倉青年会議所と災害時における支援活動に関する協定書を締結した。また佐倉市災害ボラン
ティアセンターネットワーク会議及び研修会を２年ぶりに実施し、団体同士の情報交換と災害支援に向けて連携構
築を行った。

（ア）佐倉青年会議所佐倉市社会福祉協議会八街市社会福祉協議会酒々井町社会福祉協議会
　　　合同災害協定締結式式典

令和３年９月１２日（日）１４時～１５時３０分

佐倉市民音楽ホール

令和４年３月１８日（金）１０時から１１時３０分
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（ア）市・社協事務局連絡会議

回数 開催日 会　場

1 ４月２１日（水） ２階会議室

2 ５月１９日（水） ２階会議室

3 ６月１６日（水） ２階会議室

4 ７月２０日（火） ２階会議室

5 ８月１８日（水） ２階会議室

6 ９月７日（火） ２階会議室

7 １０月２０日（水） ２階会議室

8 １１月１７日（水） ２階会議室

9 １２月１５日（水） ２階会議室

10 １月１９日（水） ２階会議室

11 ２月９日（水） ２階会議室

12 ３月１６日（水） ２階会議室

（イ）ともに歩むふくしプラン推進委員会

回数 開催日 会　場

①地域福祉フォーラムについて
②両計画の状況について

地域福祉フォーラムリハーサル

①地域福祉フォーラムについて
②両計画の状況について

①地域福祉フォーラムについて
②両計画の状況について

①地域福祉フォーラムについて
②両計画の状況について

①地域福祉フォーラムについて
②両計画の状況について

内　　　　容

①地域福祉フォーラムについて
②両計画の状況について

①令和３年度第1回推進委員会報告
②令和３年度の評価について（市社協、地区社協）
③地域福祉コーディネーターモデル設置事業の状況について
④圏域ネットワーク会議に代わるアンケート結果について
⑤令和４年度の計画推進について

Web及び
西部地域福祉

センター
３月２３日（水）

（２）地域福祉ネットワーク

１　佐倉市地域福祉活動計画の推進・策定

内　　　　容

①今年度の事務局連絡会議について
②地域福祉フォーラムについて
③両計画の状況について

①地域福祉フォーラムについて
②両計画の状況について

1 １２月１０日（金） ３階中会議室

①委嘱状交付
②委員長、副委員長選出
③計画の概要説明
④３カ年の進め方について
⑤地域福祉コーディネーターモデル設置事業について

①地域福祉フォーラムについて
②両計画の状況について

①地域福祉フォーラムについて
②両計画の状況について

①地域福祉フォーラムについて
②両計画の状況について

2
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（ウ）プロジェクト会議(メンバー１２名)

回数 開催日 会　場

4 5月２８日（金） 会長室 ①令和３年度市社協評価表について

2 ４月２８日（水）

①プラン冊子、ダイジェスト版を活用した広報展開について

会長室
①市社協評価表について
②日常圏域ネットワーク会議について

3 ５月１４日（金） 会長室
①令和２年度市社協評価表について
②志津南部・志津北部圏域ネットワーク会議の持ち方について

7 ７月１４日（水） 会長室
①プラン冊子、ダイジェスト版を活用した広報展開について
②圏域ネットワーク会議について

8 ７月２７日（火） 会長室
①広報展開について
②モデル圏域と各圏域のネットワーク会議について

①広報展開について（社協さくら１面の活用について）
②圏域のネットワーク会議について

15 １１月１０日（水） 会長室
①日常圏域ネットワーク会議について
②圏域ネットワーク参加者アンケートについて

17 １２月８日（水） 会長室

14 １0月２７日（水） 会長室
①広報展開について（社協さくら１面）
②日常圏域ネットワーク会議について

①日常圏域ネットワーク会議について
②第１回ともに歩むふくしプラン４推進委員会について

13 １0月１３日（水） 会長室
①広報展開について（社協さくら１面）
②第１回ともに歩むふくしプラン４推進委員会について

12 ９月２２日（水） 会長室

1 ４月１４日（水） 会長室

①市社協評価表について
②プロジェクト会議の年間スケジュールについて
③日常圏域ネットワーク会議の持ち方について
④ともに歩むふくしプラン４推進委員会委員の推薦について

10 8月２５日（水） 会長室
①広報展開について（社協さくら１面の活用について）
②圏域のネットワーク会議について

①広報展開について（社協さくら１面）
②地域福祉フォーラムについて

11 ９月８日（水）

会長室
①令和３年度市社協評価表について
②プロジェクト会議の年間スケジュールについて

6 6月２３日（水） 会長室

5 6月９日（水）

9 ８月１１日（水） 会長室

内　　　　容

19 1月１２日（水） 会長室
①日常圏域ネットワーク会議について
②令和３年度の評価について

①日常圏域ネットワーク会議について
②第１回ともに歩むふくしプラン４推進委員会について

会長室
①広報展開について（社協さくら、地域新聞の活用について）
②推進委員会開催時期の変更について
③圏域のネットワーク会議について

18 １２月２２日（水） 会長室
①日常圏域ネットワーク会議について
②第１回ともに歩むふくしプラン４推進委員会について

16 １１月２４日（水） 会長室
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22 ３月９日（水） 会長室

（エ）圏域ネットワーク会議

開催時期

（オ）地域福祉フォーラム・Ｗｅｂ公開

令和３年９月２６日（日）

令和３年１２月１５日～令和４年３月１５日（３ヶ月間）

2月16日（水） 会長室
①令和３年度市社協評価表について
②第２回ともに歩むふくしプラン４推進委員会について

21

20 2月２日（水） 会長室
①日常圏域ネットワーク会議について
②令和３年度の評価について

①令和３年度市社協・地区社協評価表について
②圏域ネットワーク会議参加者アンケートの集計結果について
③第２回ともに歩むふくしプラン４推進委員会について

収録日　　　　

公開期間　　

内　　容　　　

【第１部】佐倉市の第４次佐倉市地域福祉計画と佐倉市社協の｢ともに歩むふくしプ
ラン４｣（第６次地域福祉活動計画）の状況について説明

【第２部】「地域福祉コーディネーターに期待すること」をテーマに登壇者の意見交
換
○コーディネーター　小林雅彦氏（国際医療福祉大学医療福祉学部学部長）
○佐倉市の考える地域福祉コーディネーター
　　佐倉市社会福祉課長　大谷誠一
○佐倉市社会福祉協議会での取り組み
　　佐倉市社協　志津南部圏域　地域福祉コーディネーター　細谷聡美
○他自治体での活躍
　　調布市社協　地域福祉コーディネーター　坂本祐樹氏

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、無観客での収録を行い、映像をＹｏｕＴｕｂｅで公開した。

23 ３月１０日（木） 会長室
①令和３年度市社協・地区社協評価表について
②圏域ネットワーク会議参加者アンケートの集計結果について
③第２回ともに歩むふくしプラン４推進委員会について

圏域 内容

佐倉

２月
新型コロナウイルス感染拡大のため開催見送り。アンケートを実
施。

臼井・千代田

志津北部
志津南部

南部
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２　地区社会福祉協議会活動の推進

実施内容

（ア）地区社協会長一覧　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　           

NO

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

（イ）地区社協会長及び事務局長会議の開催

№ 開　催　日 会　場

第１回地区社協会長会議

・令和３年度市社協事業計画及び事務局体制について

・地区社協関係書類の提出について

・ともに歩むふくしプラン４の推進について

第２回地区社協会長会議

第３回地区社協会長会議  

・ともに歩むふくしプラン４の進捗状況について

・地域福祉コーディネーターの活動状況について

・共同募金運動について

・コロナ禍の活動について

・個人情報の取り扱いについて

・令和４年度地区代表福祉委員の推薦依頼について

・ともに歩むふくしプラン４推進及び進捗状況について

・令和３年度活動総括及び令和４年度の抱負について

王子台 中台　一義

内　　　　容

1  4月20日（火）
web会議（参
集会場：２階
会議室）

・地区社協活動費について

・令和３年度福祉功績者の推薦について

ユーカリが丘 髙崎　照夫

西志津 伊藤　泰彦

うすい東 森田　実

臼井 八田　進

千代田 大蔵　文子

志津南 吉森　文男

弥富 池澤　利一

和田 小出　孝二

志津 横山　幹雄

佐倉城の辺 川上　三郎

内郷 大谷　吾朗

根郷 内藤　寛子

　地区社会福祉協議会の活動の推進を図り、住民参加と協働によるコミュニティ活動の促進を行った。Zoom
を使った地区社協会長会議で、コロナ禍での地区社協活動について情報交換し、各地区の活動へ繋げた。

地区社協名 氏　　名

佐倉東部 真部　武美

・おじいちゃんおばあちゃんありがとうの気持ちを伝えたい事業に
ついて

3 ９月１５日（水）
web会議（参
集会場：２階
会議室）

4 ２月２２日（火）
web会議（参
集会場：３階
中会議室）

第４回地区社協会長及び事務局長会議

2  ８月１０日（火）
web会議（参
集会場：２階
会議室）
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（ウ）支えあいサービス実務者の集い（支えあいカフェ）の開催

※コロナウイルス感染予防・拡大防止のため開催を中止した

（エ）移動支援連絡会の開催

※コロナウイルス感染予防・拡大防止のため開催を中止した

（オ）地区社協別会議等の開催

回 数 人 員 回 数 人　員

1   佐倉東部  ４回 ８回 ０回 ０人 ０回 ０人 ２回

2   佐倉城の辺 ３回 １２回 ０回 ０人 ０回 ０人 ４回

3   内郷 ２回 １２回 ０回 ０人 ０回 ０人 ３回

4   根郷 3回 17回 ０回 ０人 １回 ２０人 ３回

5   弥富 ２回 5回 ０回 ０人 ２回 ７8人 ３回

6   和田 3回 7回 ０回 ０人 1回 11人 ２回

7   志津 ３回 １３回 ０回 ０人 ７回 298人 ２回

8   臼井 5回 8回 ０回 ０人 ０回 ０人 ２回

9   千代田 3回 12回 1回 29人 ０回 ０人 ３回

10   志津南 ３回 １0回 ０回 ０人 ０回 ０人 ３回

11  ユーカリが丘 3回 24回 ０回 ０人 1回 11人 2回

12   西志津 ４回 １6回 ０回 ０人 ０回 ０人 １回

13   うすい東 ３回 20回 ０回 ０人 ０回 ０人 2回

14   王子台 5回 22回 ０回 ０人 ０回 ０人 ３回

ひとり暮し高齢者食事ｻｰﾋﾞｽ
広報発行

※コロナウイルス感染予防、拡大防止のため活動を自粛した。また、福祉委員会・理事会については一部書
面にて実施した。

№ 地区社協名 福祉委員会 役員会等
住民福祉懇談会
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（カ）地区社協のおもな活動　（※コロナ禍により一部実施を見合わせた事業も含みます）

ウ．グランドゴルフ大会の開催

ア．社会福祉施設への訪問 　　

イ．障がい者・児への援助活動 　　

ウ．障がい者・児とその家族との交流

ア．児童・青少年健全育成活動 　　

イ．各種スポーツ大会の開催

ウ．学習支援

エ．子育て支援事業 　　

オ．世代間交流事業（昔あそび、ふれあい昼食会など）     

カ．学校行事支援   

キ．こども食堂

イ．生活改善、環境美化運動の推進 

ウ．社会福祉協議会会員の募集

エ．地域行事への参加、援助、協力 　

オ．社会福祉団体の育成、援助 　　

カ．社会福祉に関する調査、研究、ＰＲ活動

ウ．コミュニティ喫茶の実施

イ．「愛の箱」募金活動

7.研修事業 　　 ア．研修会、福祉講演会等の開催及び参加

ア．地区社協広報紙の発行（自治会・町内会等を通じ配布）

ア．福祉まつり・バザーの実施

イ．いきいきサロン・１００円喫茶の運営 

イ．ホームページの開設(既設地区：佐倉東部、内郷、志津、臼井、千代田、ユー
　　カリが丘、志津南、王子台、うすい東、根郷)

6.募金活動

ア．共同募金運動への協力（共同募金事業の項参照）、赤い羽根・歳末たすけ
　　あい募金の街頭募金に協力

8.広報活動 

9.その他 　

１.高齢者福祉事業

ア．ひとり暮し高齢者等を対象とした食事サービス、昼食会の実施 

イ．ひとり暮し高齢者、ねたきり高齢者、障がい者を対象とした友愛訪問

2.障がい者・児福祉事業

3.児童・青少年福祉事業 　

4.地域福祉活動 

ア．地域別住民福祉懇談会、住民座談会、ボランティア懇談会・講座の開催

5.支えあい活動

ア．支えあい活動の実施

イ．支えあいサービスの実施

エ．買い物支援の実施
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実施内容

（ア）地域福祉コーディネーターの活動

２．個別支援

・くらしサポートセンター佐倉や西部地域福祉センターと連携し、個別の支援が必要な対象者と継続的に直
接関わり支援、関係づくりをし、必要に応じて、地区社協・自治会・民生委員等へのつなぎを行った。
・相談や情報提供を受け、他機関を紹介したり、調査・情報収集・情報交換等のつなぎを行った。

３．課題の共有と参加支援

・志津南部圏域連携会議開催（コロナ禍のため１回参集）。
・ボランティアセンターと連携した、ボランティア活動の参加支援。
・地域活動に興味がある方への情報提供や参加団体へのつなぎを行った。
・市社協職員での自主勉強会に参加し、個別支援部署との課題の共有を行った。

４．その他

・チラシや地域新聞、ケーブルネット２９６を活用し、活動の周知・PR。
・調布市社協への視察研修。
・地域福祉フォーラムや各種会議等での活動報告。
・地域福祉コーディネータ推進検討会議。

・自治会、関係機関、各種団体等の活動や会議等へ出向き、挨拶、情報収集、相談対応。
・西部地域福祉センターを拠点として活動（火・木・金10:00～15:00）。
・モデル圏域の地区社協（志津南・西志津）との定期的な連絡会。
・生活支援コーディネーターとの定期的な情報交換。
・電話やメールでの地域福祉コーディネーターに関する問合せ・相談対応。

３　地域福祉コーディネーターの設置

　ともに歩むふくしプラン４の重点目標を推進することに加え、これからの地域福祉推進に向けて、令和３年
度より志津南部圏域をモデル圏域に定めて、地域福祉コーディネーターを１名配置し、地域福祉コーディ
ネーター設置モデル事業を実施した。

　生きづらさや制度のはざまで課題を抱える方に支援をし、地域の課題を地域で解決できる地域づくりのた
め、「地域支援」「個別支援」「課題の共有と参加支援」を循環させて行うことで、共生社会の実現を目指す。
モデル設置初年度の令和３年度は「知ってもらう」を重点テーマとして活動した。

１．地域支援
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（イ）地域福祉コーディネーター推進検討会議

回数 開催日 会　場

13 １０月２９日（金） 会長室
①地域福祉コーディネーターの活動状況と今後の活動について
②ともに歩むふくしプラン４推進委員会について
③地域福祉コーディネーターの行動の共通認識について

14 １１月１５日（月） 会長室
①地域福祉コーディネーターの活動状況と今後の活動について
②令和３年度報告書について

11 ９月１６日（木） 会長室 ①地域福祉フォーラムについて

12 １０月１５日（金） 会長室
①地域福祉コーディネーターの活動状況と今後の活動について
②ともに歩むふくしプラン４推進委員会について
③地域福祉コーディネーターの行動の共通認識について

9 ８月１６日（月） 会長室
①地域福祉コーディネーターの活動状況と今後の活動
②地域福祉フォーラム

10 ８月３１日（火） 会長室
①地域福祉コーディネーターの活動状況と今後の活動について
②地域福祉フォーラムについて

7 ７月１６日（金） 会長室

①地域福祉コーディネーターの活動状況と今後の活動
②地域福祉フォーラム
③モデル圏域での地域連携会議
④社協さくらでの広報と地域アセスメント

8 ７月３０日（金） 会長室

①地域福祉コーディネーターの活動状況と今後の活動
②地域福祉フォーラム
③モデル圏域での地域連携会議
④プレスリリース

5 ６月１５日（火） 会長室
①地域福祉コーディネーターの活動状況と今後の活動
②地域福祉フォーラム

6 ６月３０日（水） 会長室
①地域福祉コーディネーターの活動状況と今後の活動
②モデル圏域での地域連携会議
③プレスリリース

3 ５月１４日（金） 会長室
①日常生活圏域ネットワーク会議
②調布市社協へ地域福祉フォーラムと視察研修の協力依頼
③地域福祉コーディネーターの動き

4 ５月２８日（金） 会長室
①地域福祉コーディネーターの動き
②会議開催スケジュール

2 ４月２８日（水） 会長室

①地域福祉コーディネーターの広報
②日常生活圏域ネットワーク会議
③地域福祉フォーラム
④スケジュール

　地域福祉コーディネーターが、地域支援、個別支援、課題の共有と参加支援を円滑に推進するために地
域福祉コーディネーター推進検討会議を設置し、地域福祉コーディネーターの活動状況を共有し活動方
針の判断やサポートまた必要な事務を行いました。

内　　　　容

1 ４月２０日（火） 会長室
①地域福祉コーディネーターの広報
②具体的目標とスケジュール
③地域福祉コーディネーターの１日の動き
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19 ３月２日（水） 会長室
①地域福祉コーディネーターの活動状況と今後の活動について
②令和３年度報告書について
③令和６年度地域福祉コーディネーター全域設置に向けて

20 ３月１６日（水） 会長室
①地域福祉コーディネーターの活動状況と今後の活動について
②令和３年度報告書について
③令和６年度地域福祉コーディネーター全域設置に向けて

17 ２月１日（火） 会長室
①地域福祉コーディネーターの活動状況と今後の活動について
②令和３年度報告書について

18 ２月１５日（火） 会長室
①地域福祉コーディネーターの活動状況と今後の活動について
②令和３年度報告書について
③令和６年度地域福祉コーディネーター全域設置に向けて

15 １２月２日（木） 会長室
①地域福祉コーディネーターの活動状況と今後の活動について
②令和３年度報告書について
③令和６年度地域福祉コーディネーター全域設置に向けて

16 １２月２１日（火） 会長室
①地域福祉コーディネーターの活動状況と今後の活動について
②調布市社協視察研修報告
③令和３年度報告書について
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４　地域包括支援センターとの連携（地域の輪）

実施内容

（ア）地域の輪会議

回数 開催日 会　場

　佐倉地域包括支援センターと連携し、主に佐倉地区民児協とも協議しながら、見守り支援体制づくりに向
けて検討を重ねた。

内　　　　容

1 ４月１６日（金）
佐倉地域包括
支援センター

＊見守り支援　今後の進め方について
＊千成ふれあいサービス進捗状況について
＊城の辺地区社協買い物支援について
＊白銀地区との関わりについて
＊ヤックス移動スーパーについて

4 ６月３日（木）
佐倉地域包括
支援センター

＊見守り支援　今後の進め方について
＊千成ふれあいサービス進捗状況について
＊城の辺地区社協買い物支援について
＊白銀地区との関わりについて
＊ヤックス移動スーパーについて

5 ９月２８日（火） リモート
＊見守り支援　今後の進め方について
　・佐倉地区民児協との災害時に備えた見守り支援体制づくり
　 の検討

2 ４月２６日（月）
佐倉地域包括
支援センター

＊見守り支援　今後の進め方について
　・4/30役員会の進め方
　・11月までのタイムスケジュール
＊千成ふれあいサービス進捗状況について
＊城の辺地区社協買い物支援について
＊白銀地区との関わりについて
＊ヤックス移動スーパーについて

3 ５月１０日（月）
佐倉地域包括
支援センター

＊見守り支援　今後の進め方について
　・4/30役員会の進め方
　・11月までのタイムスケジュール
＊千成ふれあいサービス進捗状況について
＊城の辺地区社協買い物支援について
＊白銀地区との関わりについて
＊ヤックス移動スーパーについて
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実施内容

（ア）佐倉市社会福祉施設協議会の運営協力と活動支援（定例会など）

№ 開 催 日 会　場

1
５月１３日

（木）
Ｚｏｏｍによるリモート会

議

3
８月２７日

（金）
書面開催

4
５月１９日

（水）
Ｚｏｏｍによるリモート会
議

5
６月２４日

（木）
社会福祉センター地下
研修室

6
７月２９日

（木）
Ｚｏｏｍによるリモート会
議

7
９月４日

（土）

8
１月１１日

（火）

9
３月１５日

（火）

５　団体活動支援・連携

　福祉団体の活動を支援・推進するため、佐倉市社会福祉施設協議会、佐倉市障がい者団体等連絡会、佐
倉市社会福祉法人の未来をつくる協議会の運営協力と活動支援をし、各団体、行政との連携を図った。

内　　　　容

第1回定例会
・施設長研修
１）令和 ２年度事業報告について
２）令和 ２ 年度決算について
３）就職フェアについて
その他

第２回定例会
１．報告事項
（１）	就職フェアの開催について
２．議事
（１）	養護老人ホーム入所検討委員の推薦について
（２）	佐倉市への提言について
その他
（１）	福祉避難所の設置運営に関する資料の配付

第１回就職フェア準備委員会
１）前回の実施状況について
２）今年度の方向性について
２）開催に関わる確認事項について
３）実施内容の確認について
４）役割分担について
５）今後のスケジュールについて

第２回就職フェア準備委員会
１）前回準備委員会の振り返り
２）会場レイアウトについて
３）チラシのデザイン及び配布までのスケジュールについて
４）役割分担について
５）今後のスケジュールについて
６）その他

第３回就職フェア準備委員会
１）前回準備委員会の振り返り
２）チラシの配布までのスケジュールについて
３）会場レイアウトについて(添付レイアウト案)
４）会場準備
５）コロナ対応の諸注意
６）今後のスケジュールについて

令和３年度就職フェア
令和３年度｢佐倉市社会福祉施設協議会福祉のしごと説明会｣
→新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催見送り

・第３回定例会
→新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催見送り

第４回定例会
→新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催見送り
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№ 開催日時 会　場

1 ５月２６日（水） 書面決議

2 ７月２８日（水）
社会福祉センター
2階会議室

3  ９月２９日（水）
西部地域福祉センター
研修室

6 ３月３０日（水）
西部地域福祉センター

会議室１．２

№ 開催日時 会　場

1
１０月１５日

（金）
西部地域福祉センター
会議室３

2 １１月５日（金）
社会福祉センター
２階V連室

3 ２月３日（木）
西部地域福祉センター
会議室３

4 ３月２５日（金） 市役所１号館応接室

（イ）佐倉市障がい者団体等連絡会の運営協力と活動支援（定例会）

新型コロナウイルス感染拡大のため開催見送り

　
・ 佐倉市への提言書に対する回答
・第4回まちのバリア点検会（ユーカリが丘地区）の実施の可否

西部地域福祉センター
会議室１．２

・新役員紹介
・ともに歩むふくしプラン４の概要
・令和２年度「まちのバリア点検会」佐倉市への提言書の再確認
・令和３年度「まちのバリア点検会」の開催
・「避難所アンケート」の実施

5

佐倉市からの概要説明
・第６次佐倉市障害者計画
・第６期佐倉市障害福祉計画

内　　　　容

西部地域福祉センター
会議室１．２

・令和３年度「まちのバリア点検会」実施の可否
・令和４年度事業計画の検討
・「避難所アンケート」の回収
・ボランティアセンター運営委員会の報告

○報告事項
　まちのバリア点検会報告書にかかる佐倉市への提言書の回
答に対する再確認ならびに市長訪問
○協議事項
・令和４年度事業計画
・令和４年度予算
・「避難所アンケート」の集計結果
・佐倉市ボランティアセンター運営委員の推薦
・佐倉市障害者差別解消支援地域協議会委員の推薦

ａ．まちのバリア点検会ワーキンググループ

内　　　　容

 １月２７日（木）

4
 １１月２４日

（水）

・令和２年度事業報告及び決算報告
・令和３年度役員体制（案）
・令和３年度事業計画（案）
・令和３年度予算（案）
・ともに歩むふくしプラン４推進委員会委員の推薦

　
・ 佐倉市への提言書に対する回答
・第5回まちのバリア点検会（ユーカリが丘地区）の実施の可否

・第4回まち点検会実施（2/20）の可否
・まちのバリア点検にかかる市長への提言書の回答に対する再
確認
・市長訪問

・まちのバリア点検にかかる市長への提言書への回答に対する
再確認と要望のため市長訪問
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№ 開 催 日 会　場

№ 開催日時 会　場

1 ５月７日（金）
佐倉市社会福祉

センター２階会議室

2 ７月１３日（火）
佐倉市社会福祉

センター２階会議室

3
１１月１４日

（日）
西部地域福祉

センター会議室３

4 ３月１７日（木）
西部地域福祉

センター会議室３

協議事項
・令和３年度第１回運営委員会の開催方法
・令和３年度第１回運営委員会の協議内容
・令和２年度事業報告及び決算報告
・令和３年度役員体制（案）
・令和３年度事業計画（案）
・令和３年度予算（案）
・ともに歩むふくしプラン４推進委員会 委員の推薦
・佐倉市ろう者協会主催「咲む」映画上映会にかかる実行委員
選出

新型コロナウィルス感染拡大防止のため次年度へ延期

c．三役会

内　　　　容

協議事項
・令和３年度第２回運営委員会の開催の可否
・令和３年度第２回運営委員会の内容
・佐倉市障害福祉課の施策説明
・ともに歩むふくしプラン４
・まちのバリア点検会
・市長との懇談会

・ともに歩むふくしプラン４(第６次地域福祉活動計画)
・令和２年度「まちのバリア点検会」佐倉市への提言書の再確認
・令和３年度「まちのバリア点検会」の開催
・「避難所アンケート」

・まちのバリア点検会報告書にかかる佐倉市への提言書の回答
に対する再確認ならびに市長訪問
・令和４年度事業計画
・令和４年度予算
・「避難所アンケート」の集計結果
・佐倉市ボランティアセンター運営委員の推薦
・佐倉市障害者差別解消支援地域協議会委員の推薦

ｂ．市民がつくる住みよいまちづくり点検

内　　　　容

1
２月２０日（日）

＜延期＞

京成ユーカリが丘駅
構内・周辺、志津コミュ
ニティセンター、イオン
タウンユーカリが丘
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回

1 ７月２８日（水） 市社協会長室

2 ３月２８日（月） 市社協会長室

（エ）印旛・香取地区中途失聴・難聴者のための手話学習会と手話サロン助成

 ５０,０００円

 印旛地区中途失聴・難聴者

（オ）民生委員・児童委員関連業務

　佐倉市民生委員・児童委員協議会理事会及び各地区定例会に参加し、情報交換・連絡調整を行った。新
型コロナウイルス感染予防のため、状況に合わせ連携方法を工夫した。

助成額

対　  象

（ウ）佐倉市社会福祉法人の未来をつくる協議会の運営協力と活動支援

役員会

日時／会場 内容

・令和２年度事業報告、決算
・令和３年度事業計画及び予算
・コロナ禍での社会福祉法人運営

・令和３年度事業未実施報告
・令和４年度事業計画
・令和４年度予算
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実施内容

№ 開 催 日 会　場

６　さくらあったか食堂ネットワーク

　佐倉市内で子ども食堂・地域食堂を実施している団体のネットワークの事務局を担い、加盟団体同士の情
報交換や広報活動など側面支援を行った。

（ア）定例会（ネットワーク会議）

内　　　　容

1 4月２６日（月）
佐倉市社会福祉セン
ター
地下研修室

＊各団体の活動報告と今後の活動について
＊あったか食堂ネットワークの活動報告と今後の活動について
＊あったか食堂ネットワークに加入団体（10番目）について
＊ライオンズクラブより報告
＊その他
　・子ども食堂ネットワークむすびえよりの情報について
　・中國料理kujikuji様（王子台）からの寄付について
　・(株)ジイ・シイ企画様の地域通貨による寄付
　・さくらあったか食堂ネットワーク（10団体）のマップについて

７月２９日（木）
佐倉市立根郷公民館
ホール

＊各団体の活動報告と今後の活動計画について
＊さくらあったか食堂ネットワーク設立２周年記念事業について
＊子ども食堂・地域食堂活動の「こうほう佐倉・市番組」
　　取材による特集・放映について
＊ ライオンズクラブより報告
＊あったか食堂ネットワーク各団体との懇談について
＊スクールソーシャルワーカーより報告
＊(株)オリエンタルランドからの災害時用備蓄米の提供
　　希望団体の取りまとめ依頼について
＊プラスチックグローブ・子ども用マスクの提供について
＊こども食堂あんしん手帖の配布について
＊各団体の保険の加入状況の確認について
＊あったか食堂ネットワーク各団体からの行事・イベント等の
　 後援・協力へのルール確認について

2 ５月３１日（月）
佐倉市社会福祉セン
ター
地下研修室

＊各団体の活動報告と今後の活動について
＊あったか食堂ネットワークの活動報告と今後の活動について
＊ 歳末たすけあい等の助成金について
＊スクールソーシャルーワーカー（北総教育事務所）より報告
＊西川悟平氏のピアノコンサートについて（芽ぶきより）
＊その他
　・ファミリーマート　フードバンクについて
　・子ども食堂ネットワークむすびえよりの情報について
　・中國料理kujikuji様（王子台）４月分の寄付（15,200円）
　・お弁当容器について

3 ６月２４日（木）
佐倉市立中央公民館
研修室２

＊各団体の活動報告と今後の活動について
＊ あったか食堂ネットワークの活動報告と今後の活動について
＊あったか食堂ネットワークの取材について
　　（こうほう佐倉8/1号、広報番組）
＊スクールソーシャルーワーカー（北総教育事務所）より報告
＊西川悟平氏のピアノコンサートについて（芽ぶきより）
＊ファミリーマート　フードバンクについて
＊子ども食堂ネットワークむすびえよりの情報について
＊お弁当容器（電化ポリマー様からの寄付）について
＊地元企業　常盤植物化学研究所様より報告

4
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5 ９月７日（火） リモート会議

＊各団体の夏休み活動報告とコロナ禍における子ども食堂
　　活動の実施について
＊子ども食堂・地域食堂活動の『こうほう佐倉』及びウィークリー
　 さくら放映の反響について
＊さくらあったか食堂ネットワーク設立２周年記念事業について
＊さくらあったか食堂ＭＡＰの更改について
＊子ども政策課より報告
＊ライオンズクラブより報告
　　・クリスマス時期のケーキ寄贈のご提案について
＊「＃学校ムリでもここあるよ」の活動報告について

6
１０月２１日

（火）
佐倉市立中央公民館
研修室２

＊報告事項
　・佐倉市内子ども食堂・地域食堂一覧表の更改について
　・佐倉市子育て支援ハンドブックの更改について
　・各団体の活動報告とコロナ禍における子ども食堂活動の
　　実施について
＊協議事項
　・さくらあったか食堂ネットワーク設立２周年記念事業について
　・さくらあったか食堂ＭＡＰ更改と各団体活動集作成について
　・ライオンズクラブ様からクリスマスケーキ寄贈ご提案について
　・さくまちプロジェクト（11/6・11/7）への参加・協力について
　・子ども食堂・地域食堂活動の保険について
　・酒井保氏を囲んだ勉強会（11/1）の開催について
　・寄付物品支援に関する検討事項について
　・事務局より報告
　・佐倉市子どもの生活状況に関する資源量調査への
　　協力依頼について
　・子ども食堂活動の『こうほう佐倉』掲載について
　・ファミリーマートのフードバンク支援について（寺崎食堂）

7
１１月３０日

（火）
佐倉市立中央公民館
学習室３

＊支援団体との懇談会
　・ライオンズクラブの取組みと子ども食堂支援について
＊報告事項
　・子ども食堂・地域食堂のいまとこれからを考える勉強会
　　について
　・臼井地区社協のさつまいも畑の収穫祭（芋掘り会）について
　・さくまちＤａｙｓの活動報告について
　・コロナ禍における各子ども食堂活動の実施状況について
＊協議事項
　・弁当容器支援の要請と取りまとめについて
　・子ども食堂・地域食堂活動の保険について
　・さくらあったか食堂ネットワーク設立２周年記念事業について
　・ライオンズクラブからのクリスマスケーキご寄贈について
　・さくらあったか食堂加盟団体の活動集の作成について
　・寄付物品支援に関する検討事項について
　・佐倉市子どもの生活状況に関する資源量調査への協力
　　依頼について
　・企業・事業所からの食料品寄付のご相談について
　・子ども食堂活動の『こうほう佐倉』掲載原稿の提出協力
　　について
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№ 開 催 日 会　場

2 １月３０日（日） リモート会議

＊報告事項
　・金銭・物品寄付に関する報告
　・地域新聞の取材による新聞掲載の件について
　・千葉県子ども食堂ネットワーク会議（R4.1.26）の報告
　・食を軸にした場づくり準備会の報告について

＊協議・検討事項
　・子ども食堂芽ぶきからの相談について
　イオンとタイアップしたスムージーづくりのことについて
　・「さくらあったか食堂ネットワーク研修会」延期に伴う今後の
　方針について
　・コロナ禍の子ども食堂・地域食堂の活動継続に向けた
    工夫などについて
　・さくらあったか食堂ネットワークの総会開催に向けた内容
    検討について

内　　　　容

1
１２月１６日

（木）

佐倉市社協
ボランティア連絡協議
会室

　＊ライオンズクラブからの支援について
　＊『さくらあったか食堂MAP』・『佐倉市内子ども食堂・地域
      食堂便覧』の配布について
　＊さくらあったか食堂ネットワーク寄付者へのお礼状等の対応
　　について
　＊さくらあったか食堂ネットワークの事業計画と予算化・役員の
　　検討について
　＊食料品寄付の受取り・配布方法の仕組みづくりについて
　＊令和４年１月定例会研修【衛生管理及び保険等】について

（イ）役員会（ネットワーク会議）

8 ３月１日（火） リモート会議

＊報告事項
　・金銭・物品寄付に関する報告
　・地域新聞の取材による新聞掲載の件について
　・千葉県子ども食堂ネットワーク会議（R4.1.26）の報告
　・コロナ禍の子ども食堂・地域食堂の概況報告について
　・市社協ホームページでの「さくらあったか食堂」紹介ページ
　  開設について
　・佐倉市子どもの生活状況に関する資源量調査とヒアリング
　 調査協力のお礼について
＊協議・検討事項
　・子ども食堂芽ぶき　からの相談について
　　～佐倉市内子ども食堂×イオンタウン×チバベジ
    スムージー販売projectについて～
　・寄附食品の保管・受渡しのしくみづくりの試行について
　・さくらあったか食堂ネットワークの総会開催に向けた
    内容検討について
　・「さくらあったか食堂ネットワーク研修会」延期に伴う今後の
　　方針について
　・外部の助成金情報の活用について
　・『こうほう佐倉』への活動状況の掲載
　・オリエンタルランドからの「防災備蓄米」支援の希望有無の
    取りまとめについて
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№ 開 催 日 会　場

1
10月28日

（木）

佐倉市社会福祉セン
ター
３階中会議室

2
１月２６日

（水）

佐倉市社会福祉セン
ター
会長室

№ 開 催 日 会　場

1
１１月１日

（月）

佐倉市社会福祉セン
ター
中会議室

3 金銭・食料品寄附の連絡調整

（オ）活動支援協力

1 あったか食堂ネットワークチラシの市役所・公共施設・学校等への配架協力

2 西川吾平オンラインコンサートのチラシ配架協力

＊子ども食堂・地域食堂のいまとこれからを考える勉強会
　講師　ご近所福祉クリエーター　酒井　保　氏

2

１月３０日（日）
※まん延防止
等重点措置発
令により延期

佐倉市立中央公民館
大ホール

＊衛生管理に関すること
　講師　㈱千葉衛生科学検査センター
　　　　　営業部グループリーダー　新保　昌康　　氏
＊千葉県内の子ども食堂について
＊子ども食堂活動に関する保険について
　講師　千葉県子ども食堂ネットワーク会議
　　　　　こがねはら子どもまつど子ども食堂の会
　　　　　代表　髙橋　亮氏

内　　　　容

＊佐倉市民生委員児童委員協議会　児童専門部会
　・佐倉市内の子ども食堂・地域食堂の活動実践報告
　・民生委員にお願いしたい視点

＊千葉県子ども食堂ネットワーク会議
　さくらあったか食堂ネットワークの実践報告

（エ）研修会

内　　　　容

（ウ）講師派遣
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（３）ボランティアセンター

実施内容　

1　ボランティア活動の普及・推進

（ア）　 ボランティアのコーディネート

 ボランティアコーディネーターの配置

相談に対するコーディネート

　　　　　　　種別 佐倉市ＶＣ 西部ＶＣ 合　計

６５件　 ８件　 ７３件　

７２件　 ２４件　 ９６件　

４３件　 ９件　 ５２件　

（イ） ボランティア情報提供

ボランティア情報提供

　・ボランティア募集、助成金情報、各種研修会等情報提供（随時）

  ・ホームページでのボランティア団体情報提供（随時更新）

  ・ボランティア受入先紹介を作成し、社会福祉協議会のホームページに掲載

　・ボランティア体験情報の継続提供

（ウ）ボランティアの登録と斡旋

グループ数
（通年）

グループ登録人数
（通年）

９９団体　 ２，５０９名　

個人ボランティア
（通年）

１８６名　

支援希望相談

活動希望相談

　ボランティアの依頼や活動紹介のコーディネート、登録ボランティアへの活動支援、登録や
保険に関する受付を行った。また、地域福祉センター、その他関係機関との連携、福祉教育
やボランティア講座、広報等の情報発信により、新たな担い手の発掘、育成、ボランティア活
動の普及推進の取り組みを行った。

　常勤体制でボランティアコーディネーターを配置し、コーディネート機能の充実を図った。
また、各種研修会に積極的に参加することで、ボランティアコーディネーターのスキルアップ
や、関係機関とのネットワーク強化など、センター機能の強化をはかり、地域のボランティア
活動の拠点としての機能の充実と活性化を図った。

 　通年でボランティア体験が可能な団体・機関の情報を提供を行うことで、より身近な場所で
の地域活動に参加できる体制づくりに努めた。

情  報  提  供

ボランティアグループ
登録団体数・人数

個人ボランティア
登録人数
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ボランティアグループの活動の育成を図ることを目的に、交付した。

1,247,800円

149,385円

1,098,415円

ａ．備品購入助成（令和３年度）

№ 助成金交付額 返還額 助成金確定額

1 80,000 0 80,000

80,000 0 80,000

ｂ．活動助成（令和３年度）

№ 助成金交付額 返還額 助成金確定額

1 5,000 0 5,000

2 25,000 0 25,000

3 25,000 0 25,000

4 25,000 0 25,000

5 25,000 0 25,000

6 25,000 0 25,000

7 25,000 0 25,000

8 25,000 0 25,000

9 25,000 0 25,000

10 25,000 0 25,000

11 25,000 0 25,000

12 25,000 0 25,000

13 25,000 0 25,000

14 15,000 0 15,000

15 25,000 0 25,000

16 25,000 0 25,000

17 25,000 0 25,000

18 25,000 0 25,000

19 25,000 0 25,000

20 25,000 7,480 17,520

21 25,000 0 25,000

22 25,000 0 25,000

23 25,000 0 25,000

24 25,000 13,667 11,333

25 25,000 0 25,000

26 25,000 0 25,000

27 25,000 25,000 0

28 25,000 0 25,000

29 25,000 0 25,000

30 25,000 0 25,000

チーム麦畑

佐倉小学校ガード
ボランティア「ひまわり会」

合　　計

グループ名

点訳サークル野菊の会

佐倉市こおろぎの会

助成金返還金額②

助成金返還団体（一部）：６団体 助成金確定額①－②

グループ名

佐倉わくわく体操会 結の会

（エ）グループ活動費助成の交付

助成金交付決定団体：51団体 助成金交付決定額①

ふきのとう

虹の会

さくらネイチャーゲームの会

すおうの輪

むぎの会

楡の会

ボランティアグループありんこ

まあるい会

ガールスカウト千葉県第８４団

手話サークルコアラの会

朗読サロン「こおろぎの輪」

草笛＆リーフル
「ハッピー○はっぱ」

手話ダンスロード

助成金返還団体（全額）：３団体

花工房リーベ

手話サークル「希望」

カレッジ園芸

高齢者いきいきクラブ
「コケコッコ村」

ふれあいいきいきサロン白銀

佐倉印旛沼ネットワーカーの会

人づくり街づくり環境づくり

特定非営利活動法人
印旛沼広域環境研究会

手話ダンス虹

要約筆記サークル『あうん』

西志津四季の会

佐倉地域文庫連絡会

ユーカリ和の会
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31 12,800 0 12,800

32 25,000 24,890 110

33 25,000 0 25,000

34 25,000 0 25,000

35 25,000 0 25,000

36 25,000 9,000 16,000

37 25,000 25,000 0

38 25,000 0 25,000

39 13,000 0 13,000

40 25,000 0 25,000

41 25,000 25,000 0

42 25,000 0 25,000

43 20,000 0 20,000

44 20,000 9,368 10,632

45 20,000 0 20,000

46 25,000 0 25,000

47 25,000 0 25,000

48 25,000 0 25,000

49 12,000 9,980 2,020

50 25,000 0 25,000

1,167,800 149,385 1,018,415

NPO法人　子どものまち

合　　計

NPO法人　さくらの咲く丘

歌声の広場

花の散歩道

チーム・コピット

佐倉路地裏探検隊

アロハ・プア・ナニ

佐っちゃん・倉くん応援隊２５

ハーモニーの会

元気シルバー応援隊

あすなろ２２

ねっこの会

キャロット白銀

影絵塾９

ＮＯＵＴ（ノーツ）

加賀清水２２期会

２９６アイアイ会

さくら輪の会

届けよう笑顔を！
「ニコニコ合衆国」２３

ユートピア時崎弁天
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（オ）会議の開催

a 施設ボランティア担当者連絡会

日　時 新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止した。

b ボランティアセンター運営委員会の開催

日　時 ５月２５日（火）午前１０時～１１時３０分（リモート・参集会議）　

会  場 佐倉市社会福祉センター２階会議室（参集会場）

⑥行事・イベントについて

⑦ボランティアセンターの相談状況について

　出席者数　

　傍聴者数　

日　時 ８月３１日（火）午前１０時～１１時３０分（リモート・参集会議）　

会  場 佐倉市社会福祉センター２階会議室（参集会場）

③令和３年度ボランティア活動助成金の助成団体について

　出席者数　

　傍聴者数　

日　時 １２月１４日（火）午前１０時～１１時３０分（リモート・参集会議）　

会  場 佐倉市社会福祉センター２階会議室（参集会場）

③各ボランティアセンターの相談状況について

②今後の会議・行事の持ち方について

　出席者数　

　傍聴者数　

運営委員１０名（欠席１名）

第３回

　報告事項　 ②福祉教育・福祉体験活動報告について

　協議事項　

③ボランティアセンター運営委員会委員任期期間延長について

運営委員８名（欠席３名）

　０名

①コロナと向き合ったボランティア活動の推進について

① 緊急事態宣言解除後のボランティア活動の指針について

　協議事項　

③西部、南部ボランティアセンターPR・啓発・周知拡充方策

　について

第１回

　報告事項　 

②コロナ禍におけるボランティア活動について

③『ともに歩むふくしプラン４』について

④令和３年度ボランティアセンター事業計画について

⑤令和３年度登録状況について

　協議事項　
②ともに歩むふくしプラン４推進委員会委員の推薦について

③ボランティアによる「見守り」活動への助成について

④ボランティア活動に関するアンケート回答状況について

運営委員９名（欠席２名）

　０名

⑤ボランティアセンターの相談状況について

（１） コロナ禍によるボランティア活動の推進について

①令和２年度ボランティアセンター事業報告について

第２回

② 共同募金街頭募金活動に代わるできる活動の検討について

①「施設ボランティア受入調査」の取りまとめ結果から

　０名

①緊急事態宣言発令下のボランティア活動の指針について

②共同募金運動の街頭募金活動の休止について

　報告事項　 

①ボランティア活動助成金選考委員会委員の推薦について

④福祉教育の活動について

⑧令和３年度ボランティア活動助成金の募集について
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日　時 ３月２９日（火）午後１時３０分～３時３０分（リモート・参集会議）　

会  場 佐倉市社会福祉センター２階会議室（参集会場）

②各ボランティアセンターの相談状況について

④令和３年度ボランティアセンター事業報告（中間）について

　～令和４年度のボランティアセンター活動の推進に向けて～

　出席者数　

　傍聴者数　

c ボランティア活動助成対象選考委員会の開催

日　時 ７月２９日（木）　午前１０時～正午　（リモート・参集会議）

②諮問

　出席者数　

　傍聴者数　

d ボランティア会議

日　時

内容 ①令和４年度のボランティア登録更新・ボランティア保険の加入方法について

②令和３年度活動報告、決算報告について

e ボランティア向け研修

①やさしいZoomの使い方研修会

日　時

会  場

参集方式の会議は「中止」とし、各団体・個人ボランティアへ郵送による書類送付

５月１８日（火）【リモート研修】　①午前１０時～１１時３０分　②午後１時３０分～３時

佐倉市社会福祉センター２階会議室（参集会場）

内　容

＊講師：NPO法人千葉県介護支援専門員協議会　事務局長　船津　良　氏

　①Zoomの基本的操作方法について

　②ホストとしての操作方法について

＊参加者：２２名（①午前の部：９名、②午後の部：１３名）

第１回
 　　内　　容

①委員長・副委員長の選任について

１）備品購入助成にかかる申請団体からのプレゼンテーションについて

２）活動助成にかかる申請団体の選考について

３）ボランティア活動助成にかかる答申について

委員６名（欠席１名）

　０名

第４回

　報告事項　 

③ボランティア会議及びボランティア登録更新の方針について

　協議事項　

①コロナと向き合ったボランティア活動の推進について

②ボランティアセンター運営委員会次期委員の推薦について

運営委員１０名（欠席１名）

　０名

①オミクロン株由来の新型コロナウイルス感染急拡大にかかる

　 ボランティア活動の指針（通知）について
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f ボランティア活動に関する講師派遣

①コミュニティカレッジさくら

日　時

会  場

参加者 受講生９名、世話人２名

２　佐倉市ボランティア連絡協議会の活動支援                                              

活動費助成 １７６，９９２円  

活動内容等 運営委員会開催、広報紙発行、役員会開催

支援内容等

役員会出席（Zoomリモート会議の運営支援）

運営委員会出席

Zoom契約にかかる側面支援

『はらっぱ』の配架にかかる調整支援

活動上の相談・支援、施設利用手続き、連絡調整、

９月４日（土）午前１０時～正午

佐倉市立臼井公民館２階　集会室

内　容

①佐倉市社会福祉協議会　ボランティアセンターの紹介

②ボランティア活動の４つの原則

③ボランティア活動の心がまえ

④ボランティア活動実践者（ゲストスピーカー）からの講話

　＜ゲストスピーカー＞

　・千代田地区民生委員児童委員協議会　会長　高野　富佐代　氏
　・佐倉市ボランティアセンター登録個人ボランティア　高橋　正彦　氏
⑤佐倉市内のボランティア活動の現状
⑥これからボランティア活動をするために
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（ア）福祉学習に関する企画・実践への支援 

No. 依頼者・実施場所 実施日 支 援 内 容  

1
臼井小学校

（３年生）

①10月13日（木）
②10月20日（水）
③10月25日（月）

①点字の説明と体験について（各クラスごと・計２回）
②視覚障がい当事者からの講話（学年全体・計１回）
③音声録音の活動について（学年全体・計１回）
参加者：４５名

2 臼井老幼の館 １１月７日（日）

①車いすの基本的操作と演習
②移動サービス車両の説明と福祉車両体験
参加者：5名
ボランティア協力3名（移動サービスコーディネーター）

3
ボーイスカウト
佐倉第２団

１２月５日（日）

①視覚障がいについての説明と介助方法と体験
②車いすの基本的操作と演習（近隣公園において）
③移動サービス車両の説明と福祉車両体験
参加者：２０名
ボランティア協力１名（移動サービスコーディネーター）

4
山王小学校

（３年生）
１月９日（水）

①聴覚障がい者の講話
②簡単な手話体験
参加者：３１名

３　福祉教育推進事業                                                           
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（４）企画広報

１　広報啓発事業

実施内容  

（ア）社協さくらの発行

№ 号　数 発行部数（部） 折込部数（部）

1 第203号 46,750 45,750

2 第204号 46,750 45,750

3 第205号 46,750 45,750

（イ）ホームページ

アドレス　http://www.sakurashakyo.or.jp

年度 アクセス数    

3 10,768

2 11,900

元 19,298

（ウ）その他の広報活動

№

1  Facebookへの投稿（フォロワー数864名）

2  千葉県社協広報紙「福祉ちば」を関係者に配布

　社会福祉への理解と参加を促進するため、広報活動を展開した。「わかりやすい広報づくり」を念頭
に「社協さくら」を年３回発行した。また、Facebookも活用して社会福祉協議会活動の動向を積極的に
発信し、関心と理解、協力を得られるように努めた。尚、年々減少しているホームページのアクセス数
は、今後ブランド構築の取り組みと併せてアクセス数増加に努めていく。

発行年月日

令和3年7月1日

令和3年10月1日

令和4年3月1日

内　　　　　容

月平均アクセス数

992

1,608

897
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（５）善意銀行

実施内容

１　金銭、物品の預託、払い出し

（ア）金銭口座

預　託

件数（件） 金額（円） 件数（件） 金額（円） 件数（件） 金額（円）

一般預託 12 284,280 30 21,110,000 9 254,167

指定預託 6 433,682 9 408,640 12 1,307,784

合　計 18 717,962 39 21,518,640 21 1,561,951

払　出

件数（件） 金額（円） 件数（件） 金額（円） 件数（件） 金額（円）

災害見舞 3 50,000 8 100,000 38 375,000

帰宅旅費 11 5,380 15 6,890 10 3,530

指定払出 6 433,682 9 408,640 12 1,307,784

合　計 20 489,062 32 515,530 60 1,686,314

（イ）物品口座

物品名

３年度 ２年度 元年度 ３年度 ２年度 元年度

食　　品 397 249 122 553 522 450

その他 86 106 145 45 78 121

合　計 483 355 267 598 600 571

２　小口貸付事業

貸付件数

件数 金額（円） 件数 金額 件数 金額

生活保護世帯 65 2,673,000 88 2,515,000 79 3,030,000

生活保護申請世帯 1 40,000 0 0 0 0

一般世帯 38 1,575,000 72 3,930,000 27 944,400

合計 104 4,288,000 160 6,445,000 106 3,974,400

償還額

4,288,000 3,934,090

３　フードドライブへの協力

第29回(令和4年1月17日～2月28日)　 56件 203.4ｋｇ

　広く市民の善意を金銭及び物品として受け、これを効果的に還元した。小口貸付資金は、生活保護世帯
または、それに準ずる世帯の一時的な困窮を切り抜けるための費用として無利子で貸付を行うものである。
相談内容が従来に比べ多様化しているため、関係機関とも密接に連携しながら対応している。償還が遅れ
がちな借受世帯については、民生委員などと協力して、状況把握や償還指導を行った。また新型コロナウ
イルスにより食料を必要とする世帯が急増し、「フードバンクちば」や関係機関とも連携して支援に取り組む
他、Facebookにより広く協力を呼びかけ例年以上の寄附をいただき生活困窮者支援を行った。

種別
２年度 元年度

払出
２年度 元年度

３年度

３年度

預託件数（件） 払出件数（件）

世帯種別
３年度 ２年度 元年度

償還額（円）
３年度 ２年度 元年度

5,320,976

第28回(令和3年9月13日～10月29日)　 84件 2129.8ｋｇ

実施期間 件数 総重量

第27回(令和3年5月17日～6月30日) 49件 365.8㎏
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（６）在宅福祉事業

実施内容

１　ふれあい・いきいきサロン

No 実施回数 延利用者数

1 0回 0人

２　ふれあい型食事サービス

No 対象者数

1 529人

2 349人

3 379人

4 485人

5 123人

6 90人

1,955人

※ 令和３年度は新型コロナウイルス感染拡大防止に伴い、従来のボランティアグループが弁当を作り

食事サービスグループ懇談会 

　コロナ禍の影響で参集形式の懇談会は中止

３　おもちゃ図書館

実施内容

　開館状況

第２水曜 第３土曜 第２土曜 第４水曜

0回 ９回 0回 ９回 １８回

０人 １１８人 0人 １６４人 ２８２人

0人 １５人 0人 ４９人 ６４人

０点 １０２点 0点 ２８点 １３０点

０人 ３７人 0人 ３１人 ６８人

0人 ８人 0人 0人 ８人

　家に閉じこもりがちな高齢者が、地域においてボランティア等と共にふれあいの機会を持つことに
より、いきいきとした生活ができるよう支援を行った。

グループ名

ふれあいいきいきサロン白銀

むぎの会 毎月第２火曜日

　※令和３年度はコロナ禍でサロン活動は中止としましたが、訪問による安否確認を工夫した取り
組みとして実施しました。

グループ名 実施日

ふきのとう 毎月第１金曜日

キャロット白銀 毎月第２木曜日

虹の会 毎月第２金曜日

すおうの輪 毎月第３火曜日

ユーカリ和の会 毎月第４火曜日

合　　　　　計

届ける活動が困難となり、材料費を弾力的に活用し、弁当・茶菓・雑貨等の購入や電話や手紙での

安否確認など、緩やかな見守りにつながる活動など工夫した取組みをしました。

日　時

内容
　コロナ禍で懇談会は中止となりましたが、各食事サービスグループの活動の様子を
センタースタッフが取材したものを取りまとめました。

  おもちゃを通じた障がい児と健常児のふれあいの場及び子育て支援の場、そして、障がいをもっ
た子どもたちがおもちゃで遊びながら、楽しみながら体の機能や感覚、ことばを養い、成長を促す
ことを目的としておもちゃ図書館を開館し、おもちゃの貸し出しを行った。コロナ禍のため開館回数
を減らし、貸し出しのみを中心に実施したが、利用者数は前年度から倍増した。

開館場所 西部地域福祉センター 南部地域福祉センター
合　　計

開館日

会議・研修の参加　2回・ ３人　　　移動おもちゃ図書館　0回・0人
布おもちゃ作成  ８回・  ２７人      おもちゃ整理・開館準備作業　２回・５人

開館回数

利用者数

うち障がい児数

貸出点数

ボランティア数

修理ボランティア数
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４　車イス貸出事業                                                                     

実施内容

区分別利用台数

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 上半期計

郵便局 11 9 6 11 7 6 50

西部地域福祉センター 7 4 2 6 6 6 31

南部地域福祉センター 1 4 7 4 1 2 19

合 　　　計 19 17 15 21 14 14 100

区 分 10月 11月 12月 1月 2月 3月 下半期計 年度計

郵便局 11 7 5 12 13 13 61 111

西部地域福祉センター 9 6 5 4 4 6 34 65

南部地域福祉センター 5 7 6 6 7 8 39 58

合 　　　計 25 20 16 22 24 27 134 234

年度別貸出台数

区 分 3年度 ２年度 元年度 30年度

　郵便局 111 71 112 107

　西部地域福祉センター 65 42 57 102

　南部地域福祉センター 58 38 60 78

合 計 234 151 229 287

　市内在住の高齢者・傷病者などの外出や日常生活を支援するために車椅子を無料にて貸出した。ま
た、小学校での総合学習や福祉教育などの教材としても貸出を行った。貸出窓口については、西部地
域福祉センター（8台保有）、南部地域福祉センター（7台保有）及び市内２０カ所の郵便局（各1台保有）
にて行い、市民の利便性の向上に努めた。令和３年度は前年度に比べ利用件数は大幅に増加した。
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５　菊地久治奨学福祉事業

（ア）勉学奨励奨学金

実施内容

ａ．勉学奨励奨学金　交付件数・金額（内訳）                      

※進学決定者は、その年度において、大学進学者向け募集で決定した者

ｂ　卒業生・その他(辞退等）

※平成２９年度卒業生（大学在学生１名）は、支給延長により、平成３０年度大学院に入学した。

ｃ　広報ＰＲ・募集活動

ｄ　奨学生選考委員会

　　大学進学希望者 

　令和４年度募集に関して、県内高等学校、対象と想定する大学、ホームページ、民生委員児童委員協
議会、スクールソーシャルワーカーへ募集案内を周知した。

第１回 ９月５日(日) 書面評決 委員５名
・諮問

・奨学生第一次選考について（書類選考）

回  数 開   催   日  会　場 出席者数 内　　　　　容 

※交付額は、在学生の当該年度学校納入額＋進学決定者の入学時納入金額の合計（令和２年度より国
の奨学金制度による授業料免除が導入され、年度をまたいだ返還があり、年度の支出額と差異がでる場
合がある。）

平成２６年度 2

平成２５年度 2（うち辞退１名）

平成２４年度 1

平成２７年度 5

平成２８年度 2

年　度

令和３年度 0

令和２年度 0

令和元年度 5

平成３０年度 4

平成２９年度 1

令和元年度 8 2 10 7,993,250円

　佐倉市在住のひとり親世帯で低所得世帯に属する、意欲と能力のある学生の勉学支援を行うため、奨学
福祉事業を実施している。令和４年度奨学生について、大学進学者、大学在学者の両方を対象に７月に
募集、９月に第1次選考、１１月に第2次選考をおこない、大学進学者１名を決定した。また、在籍奨学生の
育成支援として、成績報告会や合同研修の実施の他、学業・生活等の個別の相談やボランティア活動の
紹介を行った。

年　度 在学生 進学決定者 合　計 交付額計

令和３年度 7 1 8 7,084,000円

令和２年度 5 0 5 4,597,730円
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ｅ．奨学生への支援

ｆ　研修　

　　夏期交流研修

　　冬期研修

ｇ　生活状況報告会

（イ）勉学奨励一時金

実施内容

勉学奨励一時金　交付件数・金額（内訳）

令和元年度 3 0 0 3 0 ６名 180,000円

3月21日(月） 午前9時～正午
・奨学生の後期学業成績
・生活状況についての報告

　令和３年度に生活福祉資金貸付事業の教育支援資金を借受者に対して、入学時に勉学奨励一時金を
交付した。

令和２年度 4 2 0 4 0 １０名 300,000円

高等学校 専門学校 短期大学 大　学

　月次報告の他、随時奨学生と連絡し、生活面・家庭面・学業面で困りごとや悩みごと等の状況確認を行
い、奨学生への支援を行った。また、奨学生へ佐倉市内での社会奉仕活動についての情報を伝え、活動
を支援した。

　奨学生が地域の活動や課題に触れ、学ぶ機会を通して、自ら意欲的に社会貢献できる人材を育成する
こと、また、奨学生同士の交流を通して互いに切磋琢磨しながら成長できることを目的に、奨学生の合同
研修を年２回実施した。コロナ禍のため、外部と連携した研修はできなかったため、奨学生同士の交流と
学びの場とした。

日　時 会　場 出席者 内容

9月5日（日） リモート開催
奨学生７名
事務局５名

コロナ禍での学業・生活状況・ボランティア活動
について、リモートで交流・情報交換を行った。
特にボランティア活動については、コロナ禍で
の状況について互いに参考になる機会となっ
た。

答申 　１１月１９日（金） ※書面にて答申を行った。

第２回  １１月１４日(日) ２階会議室
委員５名
職員３名

・奨学生第二次選考について（面接）

11月14日(日） 午前9時～正午
・奨学生の前期学業成績
・生活状況についての個別面談

日　付 時　　間 内　　　　　　　　容

日　時 会　場 奨学生出席者数 内容

3月21日
（月）

社会福祉センター
３階中会議室

奨学生７名
事務局４名

１年間の学業・生活状況、コロナ禍で考えたこと
を個別に発表し、互いに講評をした。資料作成
からプレゼンの方法等を学び、学業や就職活
動等へも活用できる機会とした。

　奨学生より学校生活・学業成績・社会奉仕活動状況の報告を受け、次期に取り組む活動の課題と目標を
整理して奨学生の一層の資質の向上につなげることを目的として成績報告会を２回開催した。対面での個
別面接としたが、コロナ禍のため一部リモートでの面接を実施した。

令和３年度 2 1 2 3 0 　　８名 250,000円

年　度 その他 合　計    交付額
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６　法人後見事業                                                                           

実施内容                                                                                 

                                      

　※　ア・イについては、成年後見支援センター事業で報告。

開催日 対象者 申立類型 審査結果 審判の確定日

７月２７日（火） 高齢者・女性 後見 可 令和3年9月9日

７月２７日（火） 高齢者・女性 保佐 可 令和3年9月29日

被後見人 後見類型 生活形態 審判の確定日 支援回数

　知的障害・男性　　58歳 保佐 グループホーム入所 平成24年11月13日 75回

　精神障害・女性　　57歳　　 後見 精神病院入院 平成24年12月8日 24回

  精神障害・男性　　56歳 保佐 在宅 平成26年6月3日 47回

　精神・高齢男性　　72歳 後見 特別養護老人ホーム入所 令和3年9月14日 46回

　高齢者・女性　　　 74歳 後見 精神病院入院 平成27年9月8日 16回その後死亡

　精神・高齢　男性　71歳 後見 精神病院入院 平成27年10月21日 17回

　高齢者・女性　　　 81歳 後見 特別養護老人ホーム入所 平成28年6月3日 19回

　高齢者・女性　　　 88歳 後見 特別養護老人ホーム入所 平成29年3月22日 31回

　高齢者・女性　　　 95歳 後見 特別養護老人ホーム入所 平成29年6月14日 35回

　高齢者・女性　　 　91歳 後見 特別養護老人ホーム入所 平成29年11月3日 12回

　知的障害・男性　　52歳 保佐 在宅 平成29年11月29日 32回

　高齢者・女性　　　 88歳 後見 特別養護老人ホーム入所 平成30年6月7日 26回

　精神障害・女性　  61歳 後見 特別養護老人ホーム入所 平成30年12月28日 21回

　高齢者・男性　　　 81歳 後見 ショートステイ利用 平成31年2月28日 69回

　高齢者・女性　　　 91歳 後見 有料老人ホーム入所 平成31年3月5日 23回

　高齢者・女性　　　 88歳 後見 有料老人ホーム入所 平成31年3月5日 10回その後死亡

　高齢者・女性　　　 83歳 後見 在宅 令和2年8月14日 42回

　精神障害・男性　　41歳 保佐 在宅 令和2年12月22日 165回

　高齢者・男性　　　 75歳 後見 特別養護老人ホーム入所 令和2年12月23日 27回

　高齢・身体　女性  80歳 後見 特別養護老人ホーム入所 令和3年9月9日 17回

　高齢者・女性　　　 86歳 保佐 在宅 令和3年9月29日 37回

　福祉サービス利用援助事業で培った高齢者や障害のある人への支援のノウハウを活かし、成年後見制度
を活用し本人の意思決定を尊重した支援を行い、本人の権利擁護を実践した。

（ア）成年後見制度に関する広報・啓発活動

（イ）成年後見制度に関する相談業務

（ウ）成年後見人等の受任の可否に係る弁護士、司法書士との協議

（エ）後見業務（被後見人の身上保護及び財産管理）　（令和3年４月～令和4年３月末）
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被後見人 後見類型 生活形態 選任の確定日 後見人

　高齢者・女性　　　 81歳 後見 特別養護老人ホーム入所 令和3年6月22日
NPO法人

佐倉市民後見人協会

　高齢者・女性　　　 94歳 後見 特別養護老人ホーム入所 令和3年6月24日
NPO法人

佐倉市民後見人協会

（カ）後見業務における弁護士、司法書士等の専門家との連携

（キ）関係機関との連携

・弁護士、司法書士、社会福祉士等の専門職及び職能団体との関わり

（オ）監督業務（成年後見人の交代案件）　（令和3年４月～令和4年３月末）

・必要に応じて弁護士相談や専門相談（成年後見支援センター）、あるいは電話対応。

・銀行や郵便局との関わり

・福祉施設、包括支援センター、相談支援事業所、在宅福祉サービス事業所等福祉関係機関との関わり

・NPO佐倉市民後見人協会との連携

・病院、保健所等保健・医療機関との関わり

・家庭裁判所との関わり

・被後見人等の親族との関わり

・佐倉市役所関係各課との関わり（健康保険課・高齢者福祉課・障害福祉課・社会福祉課等）
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７　移動サービス事業

実施内容

（ア）　会員の状況　    

利用会員（メンバー）の状況

会員種別

協力会員
（サポーター）

後援会員
（スポンサー）

（イ）　利用目的別回数

年　度 通　院 送　迎 趣　味 買　物 その他 合　計

令和３年度 569 25 0 115 25 734回

令和２年度 232 26 13 48.5 6.5 326回

令和元年度 273.5 70 24.5 41 11 420回

※令和３年度より、（回数）集計方法を法人主体の移動サービス事業補助金報告に合わせた。

（ウ）　運行実績

年　度 稼働日 回　数 車両数

令和３年度 ２１２日 ７３４回 4台

令和２年度 １８６日 ３２６回 ４台

令和元年度 ２１２日 ４２０回 ４台

※令和３年度より、（回数）集計方法を法人主体の移動サービス事業補助金報告に合わせた。

（エ）　サポーター基本研修

年　度

令和3年度

 ・移動サービス概論

移動サービス活動の実際、移動サービスの利用者を理解する接遇と介助

・移動サービスでの運転に必要な知識と心構え

内　　容 福祉車両について、運転実技

・移動サービスに必要な介助技術

交通安全講習、修了証書授与（後日交付）

活動距離数 活動時間数

５,００４.００㎞ ８１１時間３６分

４,０８２.００㎞ ９９１時間２６分

５,８４３,００㎞ １０４８時間１８分

実施日 参加者（修了者） 

7月31日（土）、8月1日(日) ７名

1８名 ２１名 ３３名

12件
32,000円

25件
45,000円

１５件
34,000円

  電車、バス、タクシーといった公共交通機関を利用して一人で外出することが困難な高齢者や障がい
者等が、通院、福祉サービスの利用や趣味などの社会参加を図るため、市民相互による支え合い事業
として移動サービス事業を実施した。コーディネーター５名体制で事務局スタッフとコーディネーターに
よるケース会議を月２回開催し、利用会員の調査、協力会員の研修、サービスのコーディネートを行
い、事業を実施した。地域貢献ドライバー表彰対象者は２名おり、表彰を行った。

令和３年度 令和２年度 令和元年度

利用会員
（メンバー）

63名 ５７名 ５８名

介護認定51人、障がい者20
人、その他4人（重複あり）

介護認定４８人、障がい者１
６人、その他２人（重複あり）

介護認定４４人、障がい者１
８人、その他３人（重複あり）
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（オ）　サポーター現任者研修・交流会

年　度 参加者

令和３年度
18名
（郵送）

（カ）　移動サービスコーディネーター会議

年　　度

開催回数

※新型コロナウィルス感染症に対する緊急事態宣言、及び蔓延防止等重点措置期間中は中止した。

令和３年度

　毎月２回、コーディネーターと職員が集まり、新規訪問ケースの報告・検討、訪問予定ケースの報告・
調整、移動サービス運行上のケース情報の共有を行い、日常的運行の円滑化を図った。

12回

実施日

2月１７日（木）企画していたが、新型コロナウィルス感染予防・拡大防止のため
参集での研修は中止した。研修予定内容（各病院の対応方法、車両操作方
法）については、資料を作成・サポーターへ郵送し、書面での研修とした。
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８　生活困窮世帯子ども支援事業                                                                   

実施内容                                                                                 

（ア）支援金交付実績 　

件数 金額（円）

4月 1 80,000

5月 0 0

６月 0 0

7月 0 0

8月 1 100,000

9月 2 200,000

10月 1 100,000

11月 1 100,000

12月 2 170,000

1月 1 75,000

2月 0 0

3月 1 100,000

合計 10 925,000

（イ）関係機関などとの連携

９　終末ケア・終活支援事業

実施内容

　元気に育て子ども基金を財源に佐倉市在住で経済的な理由等により生活困窮世帯に属する子どもが健
やかに育つように必要な資金として支援金を交付し世帯の自立援助に寄与するために実施した。

主な使途

学費(一人親世帯で失職中、双子の子の高校入学金等支援)

光熱費(多重債務世帯支援の一環として、子どもの生活環境
支援)

保育料、乳児ミルク代、生活費(親の失職により困窮した世帯
の緊急支援)

就学旅行費用(困窮により積み立てできなかった費用の支援)

　エンディングノート「心の遺言ノート」の告知をホームページや各種会議で行い、関係機関へ宣伝して２１
部を販売した。また、終活に関する講演会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から実施を見
送った。

転居費用（多問題世帯の緊急転居費用支援）

生活費、風呂設備費用（公営住宅入居時の設備の等支援）

診断書、光熱費（障がいを持つ親の手続費用等支援）

　生活困窮者自立支援事業での相談支援や児童青少年課、学校、民生委員など関係機関と連携し、困窮
世帯の子ども支援に取り組んだ。

帰国のための飛行機チケット代(在留資格のなくなった母子
の支援)
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（７）福祉総合相談事業　

実施内容

ア　設置状況

佐  倉  毎週月曜日　　
志  津  第１・３水曜日　　
根  郷  第２・４金曜日　　　　

法律相談  毎月第４月曜日　　
介護生活相談  毎週月曜日～金曜日
ボランティア相談  毎週月曜日～金曜日
貸付相談  毎週月曜日～金曜日

イ　福祉総合相談所相談状況

心配ごと相談（佐倉） 73
　 　　 〃 　　（志津） 21
　　　　〃　　 （根郷） 19
法律相談 86
介護生活相談 25
ボランティア相談 241

ウ　内容件数内訳（心配ごと相談・法律相談）

３年度 ２年度 元年度 ３年度 ２年度 元年度 ３年度 ２年度 元年度 ３年度 ２年度 元年度 ３年度 ２年度 元年度

1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 4 1 3 4 1 4
2 1 2 3 0 2 0 0 0 2 1 0 0 2 4 5
3 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 1 2 2 1
4 2 1 4 3 1 0 1 0 0 3 0 3 9 2 7
5 6 5 21 6 2 6 2 4 6 3 2 2 17 13 35
6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0
7 8 0 1 1 0 1 1 1 0 4 4 4 14 5 6
8 1 0 3 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 1 5
9 2 0 1 0 1 1 1 0 1 0 0 0 3 1 3
10 0 0 2 0 0 0 0 0 2 2 0 2 2 0 6
11 0 0 4 0 0 2 0 0 0 20 19 37 20 19 43
12 1 1 2 0 1 0 0 0 2 19 13 29 20 15 33
13 3 1 6 0 1 3 0 0 1 2 5 5 5 7 15
14 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
15 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0
16 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 2 1 0

  日常生活上のさまざまな悩みを抱える地域住民に対して、相談に応じ、相談者ごとの諸問題について適
切な助言と援助を行うことで、問題解決に向けての協力を行った。また、相談に対して即応し、早期問題解
決へつなげるよう心配ごと相談窓口を開設した。さらに、内容によっては法律相談などの専門相談や関係
機関へ結ぶなどの対応を行った。
　また、新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言の発出により、心配ごと相談及び法律相談を8月～9月の
間中止とした。その他に１月～３月の間に蔓延防止等重点措置が発出された。この間は心配ごと相談所を
中止としたが、相談ニーズを鑑み、一般相談員と専門相談員の協力の下、法律相談は開設を継続すること
ができた。市民相談員及び心配ごと相談員合同研修、並びに心配ごと相談員会議は中止となった。

相談内容 開設場所 開設日 開設時間

心配ごと
相談

 社会福祉センター　　   10:00～15:00
 西部地域福祉センター   10:00～15:00

相談名
相談件数 相談内容件数

3年度 ２年度 元年度

 南部地域福祉センター   10:00～15:00
 社会福祉センター　　   10:00～15:00
 社会福祉センター　　    8:30～17:00

3年度 ２年度 元年度
32 13 61 34

 社会福祉センター　　    8:30～17:00
 社会福祉センター　　    8:30～17:00

13
15 13 19 16
10 9 15 10

13
9

40 48 49 62
29 36 25 29

48
36

合  計
(心配ごと＋法律)佐倉 志津 根郷 佐倉

221 147 241 221
347 266 410 372

147

 年　金
 生　計
 職業・生業
 住　宅
 家　族
 ＤＶ問題

266 465

相  談  事  項

心　配　ご　と 法　律

合計

 財　産
 事　故
 児童・母子保健
 教育 ・青少年 

 結　婚
 離　婚
 健康・衛生   
 医　療
 精神保健福祉   
 人権・法律   
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17 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
19 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0
20 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 3
21 0 0 0 0 0 0 1 1 0 3 1 0 4 2 0
22 3 2 12 3 0 3 2 0 1 0 0 0 8 2 16
23 5 1 10 2 2 2 1 2 2 0 0 0 8 5 14
24 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

34 13 73 16 13 21 10 9 19 62 48 86 122 83 199

エ　会議及び研修

　　　　新型コロナウイルス蔓延防止等重点措置期間のため中止。

（イ）心配ごと相談員会議

　　　　新型コロナウイルス蔓延防止等重点措置期間のため中止。

（ウ）令和3年度印旛ブロック市町社会福祉協議会　相談事業運営研究協議会

（エ）佐倉市福祉総合相談所運営委員会

　　　　上半期開催時期が新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言期間と重なり中止。 　　　　

　　　　下半期開催時期が新型コロナウイルス蔓延防止等重点措置期間のため開催できず、年間の相談内容
　　　　の集計表の送付を運営委員に対し行った。

心身障がい者福祉

 母子・父子福祉

場　所 ZOOMによるオンライン開催

内　容

参加者：職員1名
①「これからの地域福祉の視座」「福祉楽団の実践について」
　　講　師：飯田大輔氏（社会福祉法人福祉楽団理事長）
②印旛ブロック市町心配ごと相談所の概要一覧の配布

合計

（ア）市民相談員及び心配ごと相談員合同研修

 高齢者福祉    
 苦　情
 ボランティア
 近　隣 
 その他  
ひきこもり

日　時 令和3年9月14日（火）　午後1時30分～午後3時
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（８）受託事業

１　声の広報等発行事業

実施内容                                                                    

                                                 
　【音　訳】                                                                           

発行回数 送付数 ボランティア数

２４回 ５６１名／延べ人数 ９１名

２回 ４８名／延べ人数 　　５名

２回 ４５名／延べ人数 　　７名

１回 ２５名 　　４名

２９回 ６７９名／延べ人数 １０７名

　【点　訳】

ボランティア数

　　７２名

　　　　　４名

２０名

　　　　９６名

２　障害について学ぶ市民講座

実施内容

【障害者作品展『ふれあいギャラリー』】

日 時 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

計

発行広報・書類

野菊通信

盲学校からの依頼

個人・施設からの依頼

ともに歩むふくしプラン４
ダイジェスト保存版

計

　市内在住の視覚に障がいのある方々に対して、地域で生活していくために必要な情報を載せた広
報紙を音声や点字に変換して提供を市民ボランティアの協力を得て情報提供を行った。
　また、点訳・音訳活動ボランティアや障がい当事者の協力を受け小学校での福祉教育を開催し、障
がい者理解の一助につなげた。

発行広報

こうほう佐倉           

こうほう佐倉（特集号）
（健康福祉号/災害特集号）

こうほう佐倉（臨時号）
（第49回衆議院議員選挙公報）
（新型コロナ関連臨時号）
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実施内容

　 　

資金種類

総合支援資金 生活支援費 0 0

住宅入居費 0 0

一時生活再建費 0 0

増額申請 　 0 0

生活支援費（特例貸付） 508 275,820,000 0 0

生活支援費（特例延長） 233 126,500,000

生活支援費（特例再貸付） 308 162,700,000 78 4,293,000

緊急小口資金 73 4,165,000 53 3,285,000

緊急小口資金 （特例貸付） 241 42,560,000 860 163,535,000 4 420,000

臨時特例つなぎ資金 0 0 0

教育支援資金 教育支援費・就学支度費 8 8,150,000 19 11,200,000 10 4,141,000

福祉費 転宅費 1 175,000 1 0 0

障害者自動車購入費 1 0 0

療養費 1 1,061,000 0 0

福祉用具購入費 0 0

住宅改修費 1 0 0

小規模住宅改修 0 0

災害援護費 0 0

技能修得費 1 1,600,000 0 0

冠婚葬祭 1 136,400 0 0

復興支援資金 0 0

不動産担保型生活資金 0 0

0 0

　　　　　　　　　　　合　　　　　計 808 325,327,400 1,702 582,948,000 67 7,846,000

（イ）貸付関係相談件数

（ウ）生活福祉資金借受世帯支援状況の調査

３　生活福祉資金貸付事業

  千葉県社会福祉協議会から受託しているこの事業は、低所得世帯、高齢者世帯、障がい者・児世帯に対
して、経済的自立と更生意欲の助長促進を図ることを目的としている。相談援助の中で必要な資金の貸付
を行い、その後も継続して民生委員はじめ関係機関との連携のもとで、借受世帯を見守り、支援している。
　今年度は令和２年度から続く、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けた方を対象とする、緊急小口
資金等特例貸付（新型コロナウイルス特例小口貸付資金と新型コロナウイルス特例総合支援資金）の申請
において、新規貸付、再貸付、延長貸付と継続し、くらしサポートセンター佐倉と連携しながら貸付と自立相
談に取り組んだ。。

（ア）生活福祉資金貸付件数

貸付決定件数（件）／金額（円）内訳

令和３年度 令和２年度 令和元年度

175 106,380,000

要保護世帯向け不動産担保型生活資金

貸付関連相談件数（延べ）
令和３年度 令和２年度 令和元年

　１２月に民生委員・児童委員協議会と連携し、生活福祉資金借受世帯に対する民生委員の支援活動状況
の把握調査を行った。

- 6,387 2,515

※特例貸付の対応は、事務局全体で初期相談、経過確認、連絡等を行ったため件数集計できず。
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４　日常生活自立支援事業

実施内容

（ア）実施状況　令和4年3月末現在　　　　　　　　　　　　　　(人)

年 度 ３年度 2年度 元年度

新規契約者数 21 35 28

解 約 数 19 20 17

契約締結審査
会 承 認 数

10 17 12

県後見支援ｾﾝﾀｰ
事務局審査承認数

11 18 11

（人）

年 度 ３年度 2年度 元年度

利 用 者 数 110 104 88

生活支援員数 20 21 18

(件)

年 度 ３年度 2年度 元年度

福祉ｻｰﾋﾞｽ利
用 援 助

110 104 88

財 産 管 理 108 102 87

財 産 保 全 5 4 6

３年度 2年度 元年度 ３年度 2年度 元年度

高 齢 者 69 69 59 17 19 12

知 的 障 が い 9 6 5 0 0 1

精 神 障 が い 34 32 29 2 4 5

そ の 他 14 11 6 1 0 1

合 計 126 118 99 20 23 19

　※重複あり

（支援回数）

３年度 2年度 元年度

月 １ 回 68 66 59

月 ２ 回 27 24 24

週 １ 回 3 3 1

そ の 他 12 11 4

合 計 110 104 88

　千葉県社会福祉協議会からの委託を受け、高齢者や障がい者等判断能力に不安のある方が安心して地域
生活を送るため、ご本人との契約により必要な福祉サービスの利用援助や日常的な金銭管理を行い本事業
の推進を図った。

対象別

契約ケース 解約ケース

人　　　数 人　　　数

回数別
人　　　数
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（イ）契約締結審査会 (件)

回数 新規 評価 解約 契約変更その他

第254回 3 13 1 0 0

第255回 1 5 3 0 0

第256回 2 7 0 2 0

第257回 1 5 4 0 0

第258回 1 4 0 1 0

第259回 0 10 1 0 0

第260回 1 7 1 1 0

第261回 3 12 1 0 0

第262回 0 10 0 0 1

第263回 2 4 2 0 0

第264回 0 13 4 0 0

第265回 0 12 1 0 0

14 102 18 4 1

（ウ）連絡会議

日　　　　 時

場　 　　　所　

出 席 者

内　　　　 容　

日　　　　 時

場　　　 　所　

出 席 者

内　　　　 容　

日 時

場 所

出 席 者

内 容

日 時

場 所

出 席 者

内 容

社会福祉センター　地下研修室

6月22日(火)

生活支援員２０名

事務局　会議室

【Web開催】令和４年度事業業務委託費（案）、今後の実施体制強化のための予算要望
に向けて、令和３年度日常生活自立支援事業実績報告及び令和３年度専門員業務実
績等調査案について、利用料の取り扱い、令和４年度事業予定、事業実施上の課題等
についての意見交換

令和３年１１月２６日（金）１３：３０～１５：００

事務連絡、「あさってから役立つ　生活支援員・法人後見支援員の活動と社協の目指す活動」講
師：佐倉市社会福祉協議会次長　谷野宏輝

7月20日(火)

8月17日(火)

9月21日(火)

10月19日(火)

合計

専門員３名

(エ)現任生活支援員研修（佐倉市社会福祉協議会主催）

令和３年６月２８日（月）１３：３０～１５：００

社会福祉センター　地下研修室

生活支援員１１名、法人後見支援員７名

令和４年３月９日（水）１３：３０～１５：３０

開催日時

4月20日(火)

5月25日(火)

専門員２名

令和３年１２月１３日（月）１３：３０～１５：３０

事務局　会議室

【Web開催】令和４年度事業業務委託費（案）、利用料、成年後見制度利用促進体制整
備状況、その他事業実施上の課題等についての意見交換

11月16日(火)

12月21日(火)

1月18日(火)

2月15日(火)

3月15日(火)

事務連絡、生活支援員活動における事例の紹介、実施記録簿の記入方法について
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（オ）その他研修会・会議等

日 時

主 催

場 所

出 席 者

内 容

日 時

主 催 全国社会福祉協議会

場 所

出 席 者

内 容

日 時

主 催

場 所

出 席 者

内 容

日 時

主 催

場 所

出 席 者

内 容

日 時

主 催 千葉県社会福祉協議会、千葉県後見支援センター

場 所

出 席 者

内 容

日 時

主 催 千葉県社会福祉協議会

場 所

出 席 者

内 容

令和３年８月３１日（火）１４：００～１６：１５

事務局　会議室

【Web開催】「日常生活自立支援事業　現任専門員研修会」契約締結審査会における審
査ポイントや契約締結判定ガイドラインの活用について、日常生活自立支援事業の適
正な実施の徹底について

千葉県社会福祉協議会、千葉県後見支援センター
千葉市社会福祉協議会、千葉市成年後見支援センター

専門員３名

専門員３名

千葉県社会福祉協議会、千葉県後見支援センター
千葉市社会福祉協議会、千葉市成年後見支援センター

令和４年２月７日（月）１３：１５～１５：４５

令和３年９月２７日（月）９：３０～１２：００

事務局　会議室

【Web開催】「令和３年度日常生活自立支援事業　専門員実践力強化研修会Ⅰ」

事務局　会議室

生活支援員２名、専門員３名

【Web開催】「第３回日常生活自立支援事業生活支援員・担当者研修」

令和４年２月８日（火）１３：００～１５：４５

千葉県社会福祉協議会

事務局　会議室

専門員２名

【Web開催】「令和３年度千葉県CSW育成研修フォローアップ研修」

令和４年２月２８日（月）９：００～１１：３０

事務局　録音室

【Web開催】「令和３年度成年後見制度利用促進体制整備のための千葉県域会議・セミ
ナー」～尊厳のある本人らしい生活の継続と地域社会への参加を図るために～講師：中
央大学教授　新井誠、基調説明、県内３市町村からの実践報告

専門員１名

【Web開催】「令和３年度市町村長申立て研修」制度の基礎、市町村長申立てについて

令和４年度３月２９日（火）１０：３０～１５：３０

事務局

専門員４名
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実施内容

成年後見制度講演会  

  開催日

　場　所 佐倉市社会福祉センター３F中会議室

　内　容

地域連携ネットワークづくり研修会

  開催日

　場　所 西部地域福祉センター　会議室

　内　容

佐倉市と基本計画に沿った協議・企画立案会議（毎月開催）

4月 ５月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

4 6 5 6 ― 6 5 5 3 3 3 46

50 36 36 36 42 49 41 49 37 46 34 46 502

50 40 42 41 48 49 47 54 42 49 37 49 548

出張説明会

  開催日

　場　所 南部地域福祉センター

　内　容

  開催日

　場　所 佐倉市よもぎの園

　内　容

佐倉市南部地域包括支援センター介護者教室「成年後見と遺言書」

１０月２７日（水） 参加者 １０名

よもぎの園家族会勉強会「後見人制度についての勉強会」

月別集計

６月２７日（日） 参加者 １０名

（イ）相談業務

①成年後見制度に関する情報提供（来所および電話、出張相談）　②成年後見人の業務、活動の概要説
明　③専門機関等の紹介　④申立て支援、⑤権利擁護支援の必要性、成年後見制度・サービス等利用の
検討（アセスメント・スクリーニングの実施）　⑥成年後見制度以外のサービス等への連携及び繋ぎ、⑦相談
の記録と保管　⑧受任調整会議の開催　⑨専門相談の開催

相談件数

専門相談

５　成年後見支援センター

　佐倉市では、令和２年３月に「佐倉市成年後見制度利用促進基本計画」を策定し、これまでの成年後見
支援センターを「地域連携ネットワーク」の軸となる「中核機関」として位置づけ、利用促進のための体制整
備や機能強化が図られた。中核機関２年目として「機能の充実と強化」に努めた。

（ア）成年後見制度の周知及び啓発

①正しい成年後見制度等の情報（広報紙、パンフレット等）をセンターに常備し、市民等へ配布　②講演会
の実施　③ホームページの管理運営　④関係機関への地域連携ネットワークへの参加促進、広報啓発　⑤
地域連携ネットワークへの新規参加者の発掘　⑥地域連携ネットワーク構成員への研修等開催　⑦成年後
見制度利用促進基本計画に係る佐倉市の取り組みへの協力　⑧佐倉市基本計画に沿った協議・立案会議
の開催

１０月２４日（日）

【講演】「成年後見制度の概要」「申立書の書き方について」　　講師：菊池薫子氏（司法書士）

参加者

参加者

1.講演「成年後見制度と入居者の財産管理、権利擁護について」講師：佐久間貴幸氏（弁護士）
2.シンポジウム　テーマ「入居者の権利擁護～施設利用料滞納の利用者対応～」
3.佐倉市成年後見支援センターの業務紹介

７月１６日（金）

１８名

１８名

一般相談
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個別相談会の開催

№

1

2

受任調整会議及び運営会議の開催

（ウ）成年後見人等の支援

　　・市民後見人名簿登録者スキルアップ研修

（オ）その他、委員会・会議等への出席

　　①佐倉市障害者総合支援協議会啓発権利擁護部会

　　②認知症対策検討会

　　③相談支援事業所との事例検討会

　　④佐倉市障害者差別解消支援地域協議会

①佐倉市市民後見人名簿の登録及び管理、佐倉市への書類提出、②スキルアップ研修、③佐倉市市民後
見人名簿登録者の成年後見に関する活動状況調査と継続掲載の意向確認、④名簿登録者への情報提
供、⑤市民後見人選任に関し、佐倉市への市民後見人養成講座修了生の情報提供や受任調整会議への
出席等についての協力、⑥実務相談等の市民後見人の後見活動支援、⑦市民後見人養成講座の開催に
向けての調査・研究・企画

※　新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止し、申立て支援をした親族への追跡調査と、親族後見人
支援の周知に変更した。

11月７日（日）　 南部地域福祉センター 中　　　止

（エ）市民後見人の支援及び活用業務

第１回佐倉市成年後見支援センター（中核機関）受任調整会議　（５月７日（金））

第２回佐倉市成年後見支援センター（中核機関）受任調整会議及び第１回運営会議　（７月２８日（水））

８月２1日(土) 佐倉市社会福祉センター２F相談室　相談員：弁護士（ｵﾝﾗｲﾝ相談） ４名

１月１５日(土) 西部地域福祉センター相談室　相談員：弁護士 ３名

会　場　・　相　談　員 参加数開催日

a　佐倉市市民後見人名簿登録者：８名

６月２８日(月)
「あさってから役立つ　生活支援員・法人後見支援員の活動と社
協の目指す活動」

７名

開催日 研修内容 参加数

　　市民後見人選任中：１名、NPO法人市民後見人協会への後見人交代：２件（社協が監督人に選任）

ｂ　市民後見人名簿登録者スキルアップ

第３回佐倉市成年後見支援センター（中核機関）受任調整会議　（９月１５日（水））

第４回佐倉市成年後見支援センター（中核機関）受任調整会議及び第２回運営会議　（２月１０日（木））

成年後見人等からの①相談対応　②支援チーム編成支援　③専門職等からの協力を受けられる支援　④
成年後見事務の支援や助言　⑤研修会・集いの開催

成年後見制度後見人の集い

開　　催　　日 　　　　　　　　　会　　　　場 参　　加　　者

市民後見人養成講座実施に向けての調査・研究・企画

市川市市民後見人養成講座視察（市川市社会福祉協議会）　６月２６日（土）

　　・日常生活自立支援事業生活支援員及び法人後見事業支援員としての活動

１１月中
３日間分散開催

講演会の映像を視聴する研修及び法人後見事業の動向
視聴後レポート提出

５名

令和３年３月中
レポート提出による開催

「成年後見制度の講演」（動画の視聴）
「市民後見人の活動事例（厚生労働省資料）」を読んで、今後の
活動にどう活かせるか

８名
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うちひきこもり相談支援対応

うち住居確保給付金対応

うち総合支援資金自立相談対応 延長貸付17件、再貸付178件

 

うちひきこもり相談支援新規受付

うち住居確保給付金新規受付

自立相談支援

住居確保給付金

家計相談支援

就労準備支援

就労準備支援（訓練）

自立相談支援事業就労支援

支援決定（確認）件数（再プラン） 56

（内訳）

（新規＋再プラン） 149

　　重複あり
(新規＋再プランケース)

56

71

６　生活困窮者自立支援事業

実施内容

　佐倉市から生活困窮者自立支援事業を佐倉市社会福祉協議会、社会福祉法人生活クラブの2法人で佐倉市
生活困窮者自立支援事業共同事業体として受託し、行政や地域包括支援センター、中核地域生活支援セン
ター、相談支援事業所等、地区社協、民生委員、地域住民などと連携し、生活困窮者に対して家計、就労など
の相談支援を包括的・継続的に行った。
　令和３年度も前年度と同様に新型コロナウィルス感染拡大の長期化により、就労環境の変化に伴う休業等や収
入減少や離職せざるを得ない状況となった方からの相談が継続して増えた。住居確保給付金や生活福祉資金
の貸付相談に伴う相談も同様に続き、今年度は特例の貸付や給付金などの制度を利用して一度は就職が決
まったが再び新型コロナウィルスの影響を受けて離職した方からの相談も多く見られた。また利用できる制度を全
て利用したうえで就労状況が全く変わらず、今後の生活の見通しが立たないといった方々も見受けられ、公的な
制度につなげることも多くなっているなか、そのような状況下においても公的な制度を利用せずに生活をしていき
たいと強い希望がある方々もいる。
　相談が長期化している方々は、相談者自身の個人的なことや家族関係、環境などが複雑に絡んでいるケース
がほとんどであり、前年度の新型コロナウィルスの影響を受けた相談者の急増により、相談が多くなった分、今年
度も引き続き相談が継続する方も増えていることで、多重問題ケースが増加している。

（ア）相談ならびに支援状況

内　　　　容 件　数 備　　　考

支援決定（確認）件数（新規） 93 新規（うち緊急支援34件 ）

相談支援対応件数（延べ） 6,110

新規相談受付件数 604

730

195

820

申請者21名
新規14件、延長11件、再延長5件
再々延長3件、再支給9件、変更2

20

85

支援継続件数 29

6

90

18

支援終結件数 98
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出席者数

（ウ）視察、派遣、取材対応
　　　　　　　場　　　所

児童虐待防止ネットワーク実務者会議
進行管理会議（こども家庭課）

3 １０月２９日（金） 社会福祉センター 小会議室
児童虐待防止ネットワーク実務者会議
進行管理会議（こども家庭課）

児童虐待防止ネットワーク実務者会議
進行管理会議（こども家庭課）

2号館 会議室1 ５月１３日（木）

2 ７月１９日（月） 社会福祉センター 中会議室

（エ）児童虐待防止ネットワーク会議

回 日　　　時 場　　所 会議名（主催）

佐倉市南部地域包括支援センター主催
令和3年度 介護予防のための地域ケア会議

11 ２月１７日（木） 書面審査

12 ３月１７日（木） 書面審査

派遣 ９月１５日（水） 南部地域福祉センター

新規ケース　　5件（うち緊急支援4件）
評価ケース　 18件（うち再プランケース4件）

新規ケース　　9件（うち緊急支援2件）
評価ケース　 14件（うち再プランケース2件）

　※「評価ケース」とは、定期的な支援内容の確認や支援の継続等を検討するケース

10 １月２０日（木） 書面審査

対応種別　　　日　　　時 　　　　　　　　　対　　応　　内　　容

派遣 ７月１４日（水） ミレニアムセンター佐倉
佐倉地域包括支援センター主催
佐倉ケアマネジャー勉強会

新規ケース　　 7件（うち緊急支援6件）
評価ケース　 17件（うち再プランケース6件）

8 １１月１８日（木）
社会福祉センター
地下研修室

9 １２月１６日（木）
社会福祉センター
2階会議室

16名

18名

新規ケース 　 9件（うち緊急支援2件）
評価ケース  22件（うち再プランケース11件）

新規ケース    8件（うち緊急支援4件）
評価ケース    9件（うち再プランケース5件）

6 ９月１６日（木） 書面審査

7 １０月２１日（木）
社会福祉センター
地下研修室

17名

新規ケース　12件（うち緊急支援2件）
評価ケース　11件（うち再プランケース5件）

新規ケース　 11件（うち緊急支援5件）
評価ケース 　11件（うち再プランケース6件）

4 ７月１５日（木）
社会福祉センター
地下研修室

5 ８月１９日（木） 書面審査

15名
新規ケース　　7件（うち緊急支援4件）
評価ケース　　8件（うち再プランケース3件）

新規ケース　　8件（うち緊急支援3件）
評価ケース　　11件（うち再プランケース1件）

2 ５月２０日（木）
社会福祉センター
地下研修室

3 ６月１７日（木）
社会福祉センター
地下研修室

19名

16名

16名

1 ４月１５日（木）
社会福祉センター
地下研修室

新規ケース 　6件（うち緊急支援1件）
評価ケース 　14件（うち再プランケース4件）

新規ケース　4件（うち緊急支援1件）
評価ケース　9件（うち再プランケース4件）

新規ケース　  9件（うち緊急支援0件）
評価ケース　11件（うち再プランケース5件）

（イ）自立支援計画支援調整会議の開催

回 日　　　時 場　　所 内　　　　　容
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（キ）印旛地域生活困窮者自立支援事業ネットワーク協議会会議関係

＜総会＞

＜研修会＞

（オ）子どもの貧困問題対策ワーキンググループ

1 ７月１日（木） 議会棟 第2委員会室

・子どもの貧困に関する情報について
子ども食堂について
・ヤングケアラーについて
国の動向
・子供の貧困
「千葉県子どもの貧困対策推進会議」
佐倉市における子どもの関連データのま
とめについて

社会福祉センター3階 中会議室

2 １０月１９日（火） 1号館6階 第１会議室

・こども家庭課、高齢者福祉課、障害福祉
課からの実績報告
・家庭内等における虐待・暴力対策ネット
ワーク関係機関アンケート結果について
・事例報告

1 １０月１日（金） 書面評決

＜検討事項＞
議案第１号 令和２年度事業報告及び決
算報告（案）について
議案第２号 会則の変更（案）について
議案第３号 令和３年度事業計画及び収
支予算（案）について
議案第４号 役員の変更（案）について

回

(カ)家庭等における虐待・暴力対策ネットワーク会議

子どもの貧困対策計画の策定するため
検討項目
・生活実態調査の調査票項目について
・資源量調査について

  日    時  場     所 内　　容回

１２月１８日（土）

日　　　時 場　　所 内容

1 ZOOMによるWEB研修

ひきこもり支援～出会う前に支援者が知っ
ておきたい、ひきこもる人達への支援～
講師 特定非営利活動法人パノラマ
代表理事 石井　正宏　氏

1 １０月１９日（火）

2 １月２７日（木） ZOOMによるWEB研修
主任相談支援員情報交換会
～令和２年度と令和３年度の相談状況、コ
ロナ後の相談支援や就労支援の課題～
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（ク）各種研修

（ケ）会議等参加

（サ）民生委員児童委員協議会への制度周知

内　　　容

回   日    時

4月 理事会 社会福祉センター チラシによる周知

 場     所 内　　容

1 １１月２０日（土） ZOOMによる会議・動画配信
第8回生活困窮者自立支援全国研究交
流大会

1日目 オンラインによる（ＺＯＯＭ
を利用）
2日目 千葉県庁中庁舎１０階大会
議室

千葉県生活困窮者自立支援制度初任者
研修

1

1日目 6月21日（月）

2日目 6月25日（金）

2 9月～１1月

動画配信
①9月中旬
②10月中旬
③9月上旬～

ライブ配信
①11月26日
②11月30日
③10月8日

生活困窮者自立支援制度人材養成研修
①相談支援員養成研修
②就労支援員・就労準備支援事業従事
者養成研修
③家計改善支援事業従事者養成研修

3

1日目 11月25日（木）

2日目 12月 1日（水）

3日目 12月 7日（火）

1日目 オンラインによる（ＺＯＯＭ
を利用）
2日目 千葉県庁本庁舎 5階大会
議室
3日目 千葉県自治体職員福祉セ
ンター 4階会議室

千葉県生活困窮者自立支援制度従事者
研修

4 11 月 ～1月

動画配信
11月中旬

ライブ配信
1月18日

生活困窮者自立支援制度人材養成研修
令和3年度　テーマ別（ひきこもり状態にあ
る者への支援について）研修

（コ）広報

　本事業を幅広く周知すること、活用促進を目的として、民生委員児童委員協議会、行政関係部署、店舗等にチ
ラシの周知依頼を行った。またサポーター企業を開拓するため、「サポーター企業募集」チラシを作成し、佐倉商
工会議所の協力を得て、会員への広報紙とともに配布していただいた。また、チラシを企業訪問に積極的に行っ
た。

開催日  地区民児協 会　　　場

回   日    時  場     所 内　　容
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（シ）調査

（ス）仕事と暮らしの出張相談会

西部地域福祉センター相談室

2
コロナ禍における生活困窮者支援の状況に関す
る調査票（A票：自立相談支援機関を受託してい
る都道府県・指定都市社協、市区町村社協）

社会福祉法人全国社会福祉協議会地域福祉部

3
多様な就労支援の確保のための労働施策との連
携のあり方に関する調査研究事業アンケート調査

株式会社日本能率協会総合研究所 福祉・医療・労
働政策研究部

厚生労働省社会援護局地域福祉課　生活困窮者
自立支援室

4

2

3

回

1

相談件数

相談者2名（新規0名、継続相談者2名）

相談者2名（新規0名、継続相談者2名）

相談者2名（新規1名、継続相談者１名）

７月２１日（水）

１１月１７日（水）

３月１６日（水）

日    時 場     所

西部地域福祉センター相談室

西部地域福祉センター相談室

6 若年女性への支援に関するアンケート調査 厚生労働省

回 調査依頼元調査名

生活困窮者自立支援システム相談支援記録に関
する分析

1
単身中高齢者に対する相談支援の現状と課題に
関する調査

東京都健康長寿医療センター研究所

5
生活困窮者自立支援制度における就労訓練事
業利用状況のアンケート調査

岡山県立大学　保健福祉学部
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（セ）学習・生活支援事業

ａ．佐倉市内学習支援活動団体懇談会　（参加団体：学習支援６団体、関係行政機関）

（ソ）自立相談支援（ひきこもり）

ａ．社会参加支援　（社会参加支援活動の実践状況）

14
地区社協サービス利用後市役所の清掃会社へ短時間就労。その後物流倉庫へ就労決定し約半年間
継続中。

対象者と１対１で洗車作業を開始。

対象者と１対１で洗車・パソコン作業を開始。

10 対象者と１対１で洗車・パソコン入力作業・調理体験を開始。

11 介護初任者研修を終了。就職活動を開始。

12 介護初任者研修を終了後、会社見学同行、面接同行、採用決定。約１年間継続中。

13 洗車・パソコン入力作業を継続し、市役所の清掃会社へ短時間就労決定。

9

8

7 ユニバーサル就労を利用開始。就労継続支援B型へ見学同行。

3

1 ７月３０日（金） 社会福祉センター　地下研修室
（１）学習支援活動の状況報告
（２）意見交換　緊急事態宣言期間中
の学習支援活動について

2 １２月１７日（火） 社会福祉センター　地下研修室

（１）学習支援活動の状況報告
（２）意見交換　各団体からの課題
・発達障害、発達障害が疑われる子
たちの支援について
・学習支援に来るアフガニスタン世帯
の言葉や生活の課題について

6 対象者と就労移行支援へ見学同行し通所開始。

5 対象者と就労移行支援へ見学同行。

1

内　　容

対象者に対しての外出支援：５/１３京成バラ園、7/29市立美術館、10/6川村美術館庭園
調理体験、洗車作業、パソコン入力作業開始。

No.

2
対象者に対しての外出支援：5/7臼井城址公園、6/11佐倉城址公園、8/17市防災センター
正月飾り作成（グループ作業）、洗車作業

3 対象者と就労継続支援B型へ見学同行。

4

　学習支援活動は、家庭での学習環境や習慣が整っていない子たちもいるため、コロナ禍でも必要とされる事業
であり、ボランティア団体と活動をするにあたり、懇談会や個別に話し合いをおこない、団体によっては休止や対
象者の限定、入れ替え制の対応、活動時は感染予防に気をつけておこなってきた。学習支援活動団体懇談会
は３回実施し、活動をおこなう中での課題について、意見交換をおこなった。各団体で受験に関わった中学３年
生１０名については、９人の高校進学が決定した。1人は不登校だが、学習支援に参加しており、今年度受験は
せず、次年度も引き続き学習支援には参加していく。また、当事業相談者からは、４名の児童生徒が判定会議を
経て学習支援団体利用へつながっている。

対象者と就労継続支援A型へ見学同行。

回 日    時 場     所 内容

３月２２日（火） 社会福祉センター　地下研修室
（１）学習支援活動の状況報告
（２）意見交換　コロナ禍での今年度
の活動を振り返って
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ｂ．ひきこもり家族の会

(タ)新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金給付事業相談委託事業

報告件数

合計

46382件数 8 65 79 46 30 25 60 68

　新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金給付決定者から、毎月とどく生活状況の報告をもとに希望
に応じて相談支援を行った。

支給決定者 １０４人

再支給決定者 ３２人

月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

回           日    時 場     所 内容

1 １１月２６日（金） 西部地域福祉センター 研修室
講師 精神保健福祉士 安藤 知行 様
親なき後の生活
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実施内容

時間数 開講日 時間 講師所属等 講師
― 令和３年 9：30～9：50 ― ―

9：50～10：50
11：00～12：00

13：00～14：00

14：10～15：10

9：00～10：30
10：40～12：10
9：00～10：30
10：40～12：10

13：10～14：40

14：50～16：20

3-1
介護職の役割、専門性と
多職種との連携

1.5 11/１8（木） 9：00～10：30

3-2 介護職の職業倫理 1.5 11/１8（木） 10：40～12：10

3-3
介護における安全の確保
とリスクマネジメント

1.5 11/30（火） 9：00～10：30

3-4 介護職の安全 1.5 11/30（火） 10：40～12：10

13：20～14：50

15：00～16：30

9：00～10：30

10：40～12：10

9：00～10：30

10：40～12：10

13：10～14：40

14：50～16：20

9：00～10：30

10：40～12：10

9：00～10：30

10：40～12：10

9：00～10：30

10：40～12：10

7-1 認知症を取り巻く状況 1.5 12/9（木） 13：10～14：40

7-2
医学的側面から見た認知
症の基礎と健康管理

1.5 12/9（木） 14：50～16：20

7-3
認知症に伴うこころとから
だの変化と日常生活

1.5 12/14（火） 9：00～10：30

7-4 家族への支援 1.5 12/14（火） 10：40～12：10

７　介護人材確保対策事業

講座名　
開講式・オリエンテーション

1-1 多様なサービスの理解 2 11/9（火）

特別養護老人ホーム
佐倉白翠園

竹内　淳

1-2
介護職の仕事内容や働く
現場の理解

2 11/9（火）

　高齢者が住み慣れた地域で必要とする福祉サービスを利用できる地域社会を目指し、佐倉市社会福祉施
設協議会の協力のもと、福祉を担う人材育成を目的に介護職員初任者研修を実施した。受講者２０名全員が
修了し、介護知識・技術の向上ならびに新たな人材の市内福祉施設への就職に繋がった。
（会場：佐倉市社会福祉ｾﾝﾀｰ地下研修室）

2-1
人権と尊厳を支える介護
（１）

3 11/11/（木）
佐倉市社会福祉協議会 杉山　美枝子

2-1
人権と尊厳を支える介護
（2）

3 11/16/（火）

佐倉市社会福祉協議会 荒井　裕美子

4-1 介護保険制度 3 11/25（木） 千葉県社会福祉士会 岡本　崇広

2-2 自立に向けた介護 3 11/16/（火）
特別養護老人ホーム佐倉白
翠園

小笠原　健

特別養護老人ホームゆたか
苑

内川　浩明

4-2
医療との連携とリハビリ
テーション

3 11/25（木）
千葉県リハビリテーションセ
ンター

田中　康之

4-3
障害者福祉制度及びその
他制度

3 12/2（木） 千葉県社会福祉士会 岡本　崇広

5-1
介護におけるコミュニケー
ション

3 12/2（木） 社会福祉法人愛光 近藤　美貴

5-2
介護におけるチームコミュ
ニケーション

3 12/7（火） 社会福祉法人愛光 近藤　美貴

佐倉市志津南部地域包括支援センター高橋　一江

佐倉市佐倉地域包括支援セ
ンター

松尾　徳子

6-1
老化に伴うこころとからだ
の変化と日常

3 12/16（木）
佐倉市志津北部地域包括支
援センター

梅崎  由貴

6-2 高齢者と健康 3 12/9（木） 宍戸内科医院 宍戸　智子
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8-1 障害の基礎的理解 1 12/7（火） 13：10～14：10

8-2

障害の医学的側面、生活
障害、心理・行動の特徴、
かかわり支援等の基礎的
知識

1 12/7（火） 14：20～15：20

8-3
家族の心理、かかわり支
援の理解

1 12/7（火） 15：30～16：30
障害者相談支援事業所レイ
ンボー

新井　真由美

13：10～14：10

14：20～15：20

9：00～10：00
10：10～11：40
12：40～13：40
13：50～15：20
9：30～10：30
10：40～12：10
13：10～14：10
14：20～15：50
9：30～10：30
10：40～12：10
13：10～14：10
14：20～15：50

9-5
快適な居住環境整備と介
護

3 1/11（火） 13：00～16：10
千葉県リハビリテーションセ
ンター

田中　康之

9：30～10：30

10：40～12：10

13：10～14：10

14：20～15：50

9：00～10：30

10：40～12：10

13：10～14：40

14：50～16：20

9：30～10：30
10：40～12：10
13：10～14：10
14：20～15：50
9：30～10：30
10：40～12：10
13：10～14：10
14：20～15：50
9：30～10：30
10：40～12：10
13：10～14：10 成田国際福祉専門学校講師 釼地　平子

14：20～15：50 染井野ヒルズひまわりの里 佐藤　園子

9：30～10：30
10：40～12：10
13：10～14：10
14：20～15：50

9：00～10：30

10：40～12：10

13：10～14：40

9-12
死にゆく人に関連したここ
ろとからだのしくみと終末
期介護

1.5 11/30（火） 13：10～14：40 宍戸内科医院 宍戸　智子

さくら総合発達支援センター
ホープ

塚本　淳智

9-1 介護の基本的な考え方 2 12/16（木） 成田国際福祉専門学校講師 釼地　平子

9-3
介護に関するからだのしく
みの基礎的理解

5 12/23（木） 宍戸内科医院 宍戸　智子

9-2
介護に関するこころのしく
みの基本的理解

5 12/21（火）
地域生活支援センターレイン
ボー

鎌田　大輔

9-4 生活と家事 5 1/6（木） 佐倉市社会福祉協議会 寺田　清美

9-7
移動・移乗に関連したここ
ろとからだのしくみと自立
に向けた介護（１）

5 1/18（火）

特別養護老人ホームさくらの
丘

特別養護老人ホーム志津
ユーカリ苑

村本　二郎

石田　俊之

9-7
移動・移乗に関連したここ
ろとからだのしくみと自立
に向けた介護（２）

6 1/20（木）

特別養護老人ホームさくらの
丘

特別養護老人ホーム志津
ユーカリ苑

村本　二郎

石田　俊之

9-6
整容に関連したこころとか
らだのしくみと自立に向け
た介護

5 2/22（火） 佐倉市社会福祉協議会
寺田　清美
赤坂　葉子
荒井　裕美子

9-8
食事に関連したこころとか
らだのしくみと自立に向け
た介護

5 1/25（火）

特別養護老人ホーム佐倉白
翠園

佐倉市社会福祉協議会

安宅　香織

寺田　清美

9-9
入浴、清潔保持に関連し
たこころとからだのしくみと
自立に向けた介護

5 1/27（木）

特別養護老人ホームさくら苑 飯塚　純子

9-10
排泄に関連したこころとか
らだのしくみと自立に向け
た介護

5 2/1（火）

特別養護老人ホームはちす
苑

椚　直芳

特別養護老人ユーカリゆうと
の杜

伊東　洋詩

9-11
睡眠に関連したこころとか
らだのしくみと自立に向け
た介護について

4.5 2/3（木）

特別養護老人ホームときわ
の杜

成田国際福祉専門学校講師

小山　美紀

釼地　平子
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9：00～10：00
10：10～11：10
11：20～12：20
13：20～14：50
15：00～16：30
9：00～10：30
10：40～12：10
13：10～14：40
14：50～16：20
9：00～10：00
10：10～11：10

11：20～12：20

13：20～14：20

効果測定 1 2/24（木） 14：30～15：30

施設実習代替講習
（補習及び効果測定）

8 3/1（火） 9：00～18：00 佐倉市社会福祉協議会 杉山　美枝子

閉講式（修了証書授与
等）
市内社会福祉施設就職
説明会

3/3（木） 10：00～12：00

授業時間数 131

9-13 介護課程の基礎的理解 2 2/8（火）
ケアプランボンド

成田国際福祉専門学校講師

高梨子　淳一

釼地　平子9-14 総合生活支援技術演習 4 2/8（火）

9-14 総合生活支援技術演習 6 2/10（木）
ケアプランボンド

成田国際福祉専門学校講師

高梨子　淳一

釼地　平子

10-1 振り返り 2 2/24（木）

ケアプランボンド 高梨子　淳一10-2
就業への備えと研修修了
後における継続的な研修

2 2/24（木）
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（９）基金

実施内容

 １　福祉基金

基金総積立額

令和３年度寄附金額

配　　分　　額

法人運営 １２，７２１，２７２円

地域福祉ネットワーク          　　　　 １，５７５，０００円

 ２　菊地久治勉学奨励基金

基金総積立額

勉学奨励金配分額

勉学奨励奨学金として　　　 ７，０８４，０００円

勉学奨励一時金として　　　  ２５０，０００円

 ３　元気に育て子ども基金

基金総積立額

令和３年度寄附金額

子ども支援金配分額

 ４　稲垣成こ勉学奨励基金

基金総積立額

令和３年度積立金額

 ５　福得孝養基金

基金総積立額

令和３年度寄附金額

令和３年度積立金額

  自主財源の確保を目的として、福祉基金を設置し、趣旨に賛同して寄せられた寄附金によ
り、資金造成を行っている。運用に関しては、定期預金は期間を１年、2年に分散しての預入
れ、債券は３０年の公債を保有し、各事業実施のため福祉基金の取り崩し及び基金から生ずる
利息の確保に努めた。
　菊地久治勉学奨励基金、元気に育て子ども基金、稲垣成こ勉学奨励基金は取り崩して、奨
学福祉事業、生活困窮世帯子ども支援事業、終末ケア・終活支援事業の各事業費に充てた。
また新しく寄附が寄せられ、福得孝養基金を設置した。次年度の事業実施に活用する。

１５９，０７１，５６７円

１，０７６，４２８円

１４，２９６，２７２円

内　　　　訳

１２，０００，０００円

１２，０００，０００円

１１２，５９３，８００円

内　　訳

３５，６１８，３８８円

１６，３３９，９０５円

１２，０００，０００円

７，３３４，０００円

２１，４９８，８７１円

９２５，０００円

２３，１００円
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（10）共同募金配分事業

１　歳末たすけあい運動

（ア）歳末たすけあい募金配分内容検討委員会 
回 数 開催日 会　場

＜報告事項＞

 ・令和２年度 歳末たすけあい募金・配分実績について

＜協議事項＞

 ・副委員長の選任について

 ・令和３年度　歳末たすけあい運動配分内容の検討について

＜報告事項＞

 ・前回委員会のふりかえり

 ・令和２年度歳末たすけあい募金配分計画について

＜協議事項＞

（イ）民生委員・児童委員協議会での歳末たすけあい運動の協力依頼

9月 配分対象者の確認（調査）依頼

10月 配分対象者の確認（調査）台帳回収

11月 配分対象者「確認票」の配布

12月 配分対象者への「在宅支援金」交付・「受領簿」の配布

1月 在宅支援金「受領簿」回収と戻入金受付・不在者引継ぎ対応

3月 歳末たすけあい運動事業報告（書面）

（ウ）在宅支援金の配分実績 （単位：円）

対象
世帯数

金額
対象

世帯数
金額

対象
世帯数

金額

単身 8,000 14 112,000 13 130,000 15 150,000

家族あり 11,000 25 275,000 18 216,000 12 144,000

家族（子あり） 13,000 116 1,508,000 112 1,568,000 108 1,512,000

子１人 11,000 131 1,441,000 143 1,716,000 134 1,608,000

子２人以上 14,000 206 2,884,000 205 3,075,000 214 3,210,000

8,000 146 1,168,000 166 1,660,000 158 1,580,000

単身 8,000 0 0 0 0 0 0

家族あり 11,000 2 22,000 3 36,000 3 36,000

単身 8,000 5 40,000 6 60,000 7 70,000

家族あり 11,000 10 110,000 13 156,000 16 192,000

区分 種　別 対象世帯数 金額
令和３年度

理　事　会

同左

同左

同左

同左

同左

令和２年度 令和元年度

ねたきり高齢者
世帯

要
保
護
世
帯

一般低所得世
帯

母子・父子世帯

ひとり暮らし高齢者世帯

心身障がい児・
者世帯

実施内容

　経済的に支援が必要な在宅生活者が明るい正月を迎えられよう、支援金を贈るとともに、佐倉市内で生活に
困窮する方を年間を通じて支援する活動団体への助成金による支援のため、「歳末たすけあい募金配分内容
検討委員会」において、コロナ禍のため書面会議により検討・協議を経て、配分額等を決定した。
　対象者の確認、支援金の配分は、民生委員・児童委員協議会の協力で実施し、歳末たすけあい助成金を募
集し、地域配分を行った。

内　　　容

第1回
５月12日（水）
リモート会議

リモート

第2回
７月12日（月）
リモート会議

リモート

・令和３年度 歳末たすけあい募金助成金の選考について

 ・令和３年度 歳末たすけあい募金配分計画について

単位地区定例会

同左
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単身 8,000 0 0 0 0 1 10,000

家族あり 11,000 0 0 0 0 0 0

655 7,560,000 679 8,617,000 668 8,512,000

（エ）歳末たすけあい募金助成金                                         

60,000円

 

合計 　　22団体

（オ）配分合計                                                               

年間を通しての生活困窮者等への活動助成金

（カ）募金実績

 

（キ）次年度への繰越金

２　児童福祉事業

（ア）交通遺児見舞金・勉学奨励金・激励金・図書カードの交付

令和３年度配分実績 8,972,667円

　激励金　交付金額 １２０，０００円

　交通遺児該当世帯 なし

　見舞金　交付金額 なし

　勉学奨励金　交付金額 なし

次年度への繰越金（令和3年度末） 8,264,790円

実施内容

　陸上交通事故により父親または母親を失った18歳未満の交通遺児（世帯）を対象世帯とし、調査を行い該当
する世帯に対し担当地区民生委員の協力を得て見舞金、勉学奨励金・激励金の交付を行い交通遺児世帯の
激励を行った。

30,000円× 2団体

20,000円×  1団体 20,000円

1,030,000円

在 宅 支 援 金 655世帯 7,560,000

22団体 1,030,000

382,667

8,972,667

内　　訳

　年間を通しての生活困窮者等への活動助成金　　 50,000円×19団体 950,000円

要
保
護
世
帯

罹災世帯

合　　　　　　計

通年事業 金　　額

令和２年度末繰越金 8,475,917円

令和３年度募金実績 8,761,540円

事 務 費

配 分 合 計

歳末たすけあい募金目標額 9,420,000円

歳末たすけあい募金実績額 8,761,540円

677世帯・団体
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（11）共同募金事業への協力

実施内容

(ア)赤い羽根募金                                                                       

   募金目標額　　１４，１６０，０００円 募金実績額　　　１３，４１７，９４２円

(イ)歳末たすけあい募金

   募金目標額　　９，４２０，０００円 募金実績額　　８，７６１，５４０円

(ウ)災害義援金

令和３年大雨災害義援金 令和３年７月１９日（月）～令和４年３月３１日（木）

(エ)資材発送

(オ)赤い羽根共同募金説明会

（カ）共同募金しおりづくり

（キ）佐倉市オリジナル回覧作成

（ク）佐倉市オリジナルＤＶＤの活用

　共同募金事業について、市民の理解を求めるとともに、たすけあい精神を高め、市民の善意を結集した募金
運動を千葉県共同募金会佐倉市支会と協力して行う。募金活動は、１０月１日から、各自治会・町会・区の協力
による戸別募金、法人・学校・職域・イベント等で実施する。駅頭や大型店舗等において、ボランティアグループ
及び個人・地区社協・学校等の協力による街頭募金はコロナ禍のため中止。

   ９月に地区代表者に対して協力依頼とともに赤い羽根募金資材を発送する作業に協力した。また、歳末たす
けあい募金資材については、１１月の資材発送作業に協力した。

　４月に地区代表者に対して共同募金運動についての説明、協力依頼を行った。また、自治会あてに送付した
資料にて共同募金運動についての説明、協力依頼を行った。

開催日時 会　　場 対象者

コロナ禍のため中止

  共同募金運動をすすめる上で、佐倉市内で寄せられた募金がどのように活用されているのかを、その流れとと
もに昨年の実績を綴った佐倉市オリジナルの回覧物を６，０００枚作成し、自治会・町内会等へ配布した。また、
学校、法人・団体へも協力依頼とともに配布を行った。

　地区代表者からの要望を受け、赤い羽根共同募金の佐倉市内での使われ方をわかりやすく説明するため
に、平成２３年度からオリジナルDVDを作成し、赤い羽根共同募金の周知や講座、街頭募金ボランティア説明
会等で活用している。今年度も広報啓発に利用を予定していたが説明会は中止。

新任地区代表者（希望者）

新任地区代表者（希望者）

2021/4/17　10：00～11：00 中央公民館ホール

2021/4/17　14：00～15：00 中央公民館ホール
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（１２）居宅介護

 １　障害福祉サービス事業

活動実績（地域生活支援事業、生活サポート事業、同行援護事業を含む）

 活動回数（回）

3年度 ２年度 元年度 3年度 ２年度 元年度

４月 58 56 71 360 448 546

５月 57 52 68 333 397 566

６月 59 58 75 345 452 550

７月 53 59 70 326 460 599

８月 55 53 66 318 350 563

９月 54 52 68 332 390 546

10月 61 58 68 333 406 572

11月 61 56 69 333 383 610

12月 58 59 67 332 369 581

１月 58 48 72 289 309 578

２月 54 47 69 277 310 562

３月 56 51 64 325 368 575

合  計 684 649 827 3,903 4,642 6,848

月平均 57 54 69 325 387 571

２　訪問介護員派遣事業

活動実績   　　　　　                          　  

 利用者数（人）  活動回数（回）

令和3年度 令和２年 令和元年 令和3年度 令和２年 令和元年

４月 4 2 5 11 2 17

５月 1 2 4 2 2 15

６月 4 4 4 5 4 13

７月 7 6 3 9 6 16

８月 5 7 4 19 7 16

９月 4 3 3 19 3 15

10月 6 5 6 22 5 31

11月 5 6 4 20 6 13

12月 6 7 4 18 7 9

１月 5 5 5 8 5 11

２月 3 3 3 3 3 6

３月 2 4 2 2 6 12

合  計 52 54 47 138 56 174

月平均 4 5 4 12 5 15

　障害者総合支援法に基づき、身体障がい者（児）、知的障がい者（児）、精神障がい者にホームヘル
パーを派遣し、自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう、生活全般にわたる援助を行っ
た。＊令和3年度は、新型コロナウィルス感染症のため、同行援護サービス利用者の外出の機会が少な
くなったため、利用回数が減となった。

  公的制度に該当しない介護又は支援を必要とする高齢者、障がい者、児童等の家庭に訪問介護員を
派遣し、自立した日常生活を営むことができるよう、生活全般にわたる援助を行った。
＊令和３年度は、新型コロナウィルス感染症のため、遠方の家族が対応できない通院介助などの急な依
頼や、薬取りなどの依頼があった。

月
 利用者数（人）

月
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月 令和3年度 令和２年 令和元年 令和3年度 令和２年 令和元年

４月 3 4 4 0

５月 2 4 4 0

６月 3 2 1 0

７月 1 2 2 2

８月 0 4 4 0

９月 3 1 0 0

１０月 1 4 9 0

１１月 5 4 5 0

１２月 2 1 1 0

１月 2 1 3 0

２月 1 2 0 0

３月 1 4 5 0

合計 24 33 38 0 0 2
月平均 2.0 2.8 3.2 0.0 0.0 0.2

指定計画相談支援

　　利用者数（人）

指定障害児童相談

３　相談支援事業
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（１３）介護保険

１　訪問介護事業

（ア）訪問介護活動実績                      　　　　   

 利用数（人）  活動回数（回）

令和３年度 ２年度 元年度 令和３年度 ２年度 元年度

４月 21 18 24 202 144 232

５月 21 18 21 200 171 214

６月 21 17 21 218 190 209

７月 21 20 20 205 212 223

８月 21 21 20 204 206 223

９月 21 24 21 209 255 220

10月 22 24 20 217 258 199

11月 22 23 19 208 247 159

12月 24 23 17 209 214 141

１月 22 22 17 182 190 137

２月 20 23 17 179 199 142

３月 20 19 18 213 205 156

合  計 256 252 235 2446 2491 2255

月平均 21.3 21.0 19.6 203.8 207.6 187.9

（イ）総合事業活動実績                　　　 

 利用者数（人）  活動回数（回）

令和３年度 ２年度 元年度 令和３年度 ２年度 元年度

４月 24 21 27 157 129 168

５月 24 21 28 130 128 177

６月 25 23 28 148 145 162

７月 25 25 30 152 167 185

８月 27 25 30 162 150 185

９月 29 24 29 166 137 168

10月 29 23 26 166 143 160

11月 29 25 28 173 134 160

12月 29 24 27 180 147 155

１月 28 24 28 155 143 146

２月 27 24 27 154 138 151

３月 26 25 22 170 167 136

合 計 322 284 330 1913 1728 1953

月平均 26.8 23.7 27.5 159.4 144.0 162.8

月

月

   介護保険制度に基づく訪問介護事業を適正に実施するとともに、質の高い介護サービスを提供する
ため人材育成等を行った。尚、令和２年度から、人員体制が3.5人から2.5人に減ったが、実績は高く維
持できた。
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介護度別利用者内訳

（エ）　訪問介護員

 

  b  訪問介護員会議・研修

参加者

30

30

32

32

31

30

30

28

25

25

294

0

7月１１日（日）

5月１６日（日）

6月１３日（日）

　a  訪問介護員登録人数　3月３1日在籍者数

令和３年度 23名

11月１４日（日） プライバシー保護

会議・研修会 12月１２日（日） 接遇

会議・研修会 1月１６日（日）
事故防止
※コロナ感染症蔓延の為中止し、資料を配りレポー
ト提出　　に切り替え、対応する

会議・研修会 2月１３日（日）
クレーム対応
※コロナ感染症蔓延の為中止し、資料を配る

要介護１ 7 7

事業対象者 0 2

要支援１ 11 9

要支援２ 14 15

3

8

令和４年３月 令和３年３月

会議・研修会 9月１２日（日） 災害

会議・研修会 10月１７日（日） 困難ケース・技術指導

会議・研修会

令和元年度 ３５名（同行援護従事者３名含む）

会議・研修会

会議・研修会

会議・研修会

会議・研修会

全　体　会

開  催  日

4月11日（日）

4月11日（日）

会議・研修会 8月２２日（日） 虐待

会議・研修

45 45 40

2

1

7

令和２年度  ３２名

1 2

要介護状態区分
利 用 者 数 （名）

令和２年３月

11

8

会議・研修会 3月１３日（日）
認知症
※コロナ感染症蔓延の為中止し、資料を配りレポー
ト提出　　に切り替え、対応する

合計

内     　容

個別研修計画立案
法令遵守・倫理について

制度改正・訪問介護員の心得

感染症

ヒヤリハット

雇入通知書交付・令和2年度実績報告
令和3年度事業について

要介護５ 1 0

合　　計

要介護２ 6 7

要介護３ 5 3

要介護４
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２　居宅介護支援事業

令和３年度 令和２年度 令和元年度 ３０年度

４月 62人 67人 77人 70人

５月 58人 67人 75人 25人

６月 56人 67人 76人 28人

７月 55人 64人 76人 9人

８月 55人 66人 71人 16人

９月 53人 71人 79人 68人

10月 54人 71人 79人 71人

11月 57人 71人 78人 71人

12月 56人 70人 77人 73人

 １月 51人 71人 76人 71人

 ２月 50人 68人 75人 70人

 ３月 51人 68人 75人 71人

 合計 658人 821人 914人 643人

月平均 55人 68人 76人 54人

介護予防支援業務活動実績

令和３年度 令和２年度 令和元年度 ３０年度

４月 27人 26人 43人 34人

５月 26人 28人 45人 34人

６月 27人 28人 51人 34人

７月 27人 28人 52人 33人

８月 27人 27人 52人 33人

９月 29人 29人 50人 35人

10月 30人 31人 50人 37人

11月 30人 31人 47人 38人

12月 31人 31人 47人 40人

１月 30人 30人 48人 40人

２月 29人 30人 43人 40人

３月 27人 32人 41人 41人

合計 340人 351人 569人 439人

月平均 28人 29人 47人 37人

　令和3年４月に人員体制が2.5人から2.0人と更に体制が減った。コロナ過において利用を控える方
もおり、サービスについても本当に必要なのか考えて利用するようになった。要介護４と５の人は入
所される方が多く、在宅の利用者は減る傾向にあり、要介護３の人については入所待ちをしている
方が多い。認定調査に関してはコロナ過で、延長申請の希望者が多く、佐倉市への申請件数が少
なかったため、委託されない状況が続いている。
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介護度別利用者内訳                      

要介護状態区分 令和３年度 令和２年度 令和元年度 ３０年度

事業対象者 2人 2人 2人 1人

要 支 援 １ 9人 11人 12人 17人

要 支 援 ２ 20人 19人 27人 24人

要 介 護 １ 20人 26人 23人 18人

要 介 護 ２ 16人 17人 29人 25人

要 介 護 ３ 11人 18人 12人 15人

要 介 護 ４ 3人 6人 7人 8人

要 介 護 ５ 1人 1人 4人 5人

合　　計 82人 100人 116人 113人

要介護・要支援認定調査業務活動実績

令和３年度 令和２年度 令和元年度 平成30年度

４月 0件 0件 6件 0件

５月 0件 0件 8件 0件

６月 0件 0件 6件 0件

７月 0件 0件 7件 2件

８月 0件 0件 6件 4件

９月 0件 1件 8件 2件

１０月 0件 0件 7件 0件

１１月 0件 0件 7件 1件

１２月 0件 0件 6件 4件

１月 0件 0件 3件 5件

２月 0件 0件 6件 7件

３月 0件 0件 7件 5件

合　計 0件 1件 77件 ７０件

月平均 0件 0件 6件 ５件
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２　公益事業

実施内容

　

（ア）利用状況

元年度

件数 　人数　 件数 　人数　 件数 　人数　

会議室 783 25,245 537 19,215 1,286 29,940

　研修室  251 2,679 253 3,746 444 18,021

娯楽室 － 1,110 － 8,692 － 8,692

和 　室 - 255 - 231 - 1,272

　浴　室（男) - 3,334 - 1,446 - 6,294

　浴　室（女) － 1,551 － 675 － 2,479

　浴　室（計) 4,885 2,121 8,773

（イ）相談事業

　　弁護士による無料法律相談

日　　　時

会　　　場 西部地域福祉センター　相談室

相談者数

内　　　容

　　知的障がい児（者）支援相談

日　　　時

会　　　場 西部地域福祉センター　相談室

相談者数

（１）指定管理事業

１　西部地域福祉センターの管理運営

　 佐倉市との間で締結した佐倉市西部地域福祉センターの管理に関する協定書に基づき、（指定期間：
平成31年度から令和5年度まで）適切な管理運営業務を実施した。地域住民が地域福祉活動を推進する
施設として、その場と機会を提供するとともに福祉活動の拠点として、志津、志津南、ユーカリが丘及び西
志津地区社協の事務局を設置している。また、ボランティアセンター、研修、相談等の施設を確保し、ボラ
ンティアセンター機能の充実を図ることにより地域福祉の増進に努めた。
　令和３年度は、新型コロナウイルスの感染拡大による緊急事態宣言の発令を受け、風呂については、1
月25日から3月22日までの2ヶ月間が利用休止となった。また、企画事業についてはコロナ感染拡大防止
の観点から殆どの実施を取りやめた。今年度は年間を通じてコロナ禍の状況が続いたため、施設利用者
数が大幅に減少する結果となった。

  人員配置：センター長１人、福祉活動専門員１人、管理員７人

室　名     
３年度 ２年度

4/9、5/14、6/11、7/9、8/13、9/10、10/8、11/12、12/10、1/14、2月中止、3/11
第２金曜日　10時～15時

４月１名、５月０名、６月０名、７月０名、８月０名、９月１名、１０月０名、１１月２名、
１２月０名、１月１名、（２月コロナ蔓延防止の為中止）、３月１名

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
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　　相続・遺言・成年後見講演＆相談会

日　　　時

会　　　場 西部地域福祉センター　会議室　相談室

参加者数

内　　　容

　　行政書士の悩みごと相談会

日　　　時

会　　　場 西部地域福祉センター　相談室

相談者数

（ウ）高齢者交流事業

　笑いヨガ・ミュージック

日　　　時

会　　　場

参加者数

内　　容

　自力整体

日　　　時

会　　　場

参加者数

内　　　容

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

西部地域福祉センター　会議室

　高齢者等が、医療や介護を必要とせずにできるだけ長く健康で生活していくため
に、「秋田美智子」氏を講師として、自分のペースにより自分の体重を活かして、自分
の体を整体することにより健康増進を図る事業として、参加料を無料として年５回開催
予定であったが、コロナ禍のため中止した。

　公益財団法人家庭問題情報センター千葉ファミリー相談室の協力を得て、相続・遺
言・成年後見について学ぶ講演会・相談会を開催予定であったが、コロナ禍のため中
止した。

　６月０名、７月０名、８月・９月電話対応０名、１０月１名、１１月１名、１２月１名、１月１
名、２月1名、３月１名

　主に高齢者を対象として、心身の健康増進及び認知症予防に効果のある「笑い」と
ミュージックを組み合わせた事業を実施した。ボランティアグループ「笑いヨガ・ミュー
ジック」を講師として、笑って歌える歌20曲以上を準備し、参加者全員で合唱を行っ
た。歌に合わせて簡単な楽器を使用したり拍手を交えたりして、参加者が楽しく元気に
過ごせる場として年６回開催予定であったが、コロナ禍のため中止した。

6/27、7/25、8/22、9/26、１０/24、11/28、12/26、1/23、2/27、3/27
第4日曜日　１３時～１６時

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

西部地域福祉センター　会議室
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日　　　時

会　　　場

参加者数

内　　　容

介護予防講座

日　　　時

会　　　場

参加者数

内　　　容

　生活安全セミナー

日　　　時

会　　　場

参加者数

内　　　容

（エ）子育て支援事業

　親子で楽しむ「モノづくり体験」教室

日　　　時

会　　　場

参加者数

内　　　容

　子どものまち・ちびさくら

日　　　時

会　　　場

参加者数

内　　　容

西部地域福祉センター　研修室

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

　コミュニティカフェ・憩え場

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

西部地域福祉センター会議室

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

西部地域福祉センター　会議室

　高齢者支援グループ「長いすの会」の協力を得て、高齢者の交流が希薄になりつつ
ある社会の課題に対応するため、ギター演奏の元で合唱を楽しみ、気軽に茶菓を共
にして語り合える機会であるが、コロナ禍のため中止した。

　志津南部包括支援センターの協力を得て、運動療法士の指導により高齢者が自分
の健康について意識し、日常生活で行うことができる能力トレーニングを習得する事業
として予定していたが、コロナ禍のため中止した。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

西部地域福祉センター　会議室

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

　西部地域福祉センター　会議室

　高齢者に起こりうる交通事故や消費生活などのトラブルを未然に防止するための講
座を開催する予定であったが、コロナ禍のため中止した。

　佐倉市シルバー人材センターの協力を得て、児童等とその親を対象としてモノづくり
体験教室を実施し、児童幼児の健全育成及びその親世代の交流の場として開催予定
であったが、コロナ禍のため中止した。

　ＮＰО法人「子どものまち」の協力を得て、幼児と親を対象として、幼児が買物をでき
るまちを設定し、買う側と売る側に分かれて楽しむことにより、子育て支援の推進に取り
組む事業を開催する予定であったが、コロナ禍のため中止した。
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（オ）ボランティアセンター運営事業

　夏休みボランティア入門講座「みんなで手話を学ぼう」

日　　　時

会　　　場

参加者数

内　　　容

内容

活動相談 24 件

支援相談 8 件

情報提供 9 件

（カ）その他事業

　定期利用団体との懇談会

日　　　時 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

会　　　場

参加者数

内　　　容

　生活支援案内業務

日　　　時 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

会　　　場

支援者数

内　　　容

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

西部地域福祉センター　会議室

小学生とその親を対象に、　「佐倉市ろう者協会」と「手話サークル希望」の協力を得
て、ボランティア活動に必要な基礎的知識を理解し、聴覚障がい者に必要な手話を学
び、ボランティア活動へ参加するきっかけづくりの場として開催する予定であったが、コ
ロナ禍のため中止した。

西部地域福祉センター　談話コーナー

　行政機関や社会福祉協議会が実施している相談業務について、どの相談を利用す
ればよいのか判断できない方のために、佐倉市シルバー人材センターの協力を得て、
各種の相談に向けた案内業務を実施する予定であったが、コロナ禍のため中止した。

　　ボランティア相談件数

件数

西部地域福祉センター　会議室

　地域福祉センターの管理運営に関しては、運営委員会又は審議会等が設置されて
いないことから、利用者の意見や要望を聴く機会を設けるため、定期的に会議室等を
利用している団体の代表者との懇談会を開催する予定であったが、コロナ禍のため中
止した。
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３　収益事業

設　置　台　数 設　置　場　所 設　置　台　数

 西部保健福祉センター 1  佐倉市民体育館 2

 レインボープラザ佐倉 1  根郷公民館 1

6

　過去３カ年の比較

設　置　台　数 金　　額

１１台 １，３４１，２５６円

15台 １，４８８，０６２円

15台 ２，０２２，７１０円

（イ）広告掲載料

売上金等種類

金 　     額

過去３カ年の比較

金　　額

３４５，０００円

３００，０００円

３９０，０００円

（１）手数料の収入

（ア）自動販売機の設置

設置台数 １１台

金  　額 １，３４１，２５６円

設　置　場　所

令和２年度

令和元年度

令和２年度

令和元年度

　社協さくら広告掲載料により、社会福祉事業の資金造成を行った。社協さくら・ホームページ広告掲載
については、本会の法人会員へ勧誘を行った。

社協さくらへの広告掲載料

３４５，０００円

年　　　　度

令和３年度

年　　度

令和３年度

 社会福祉センター
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会　長 長谷川　大美

副会長 兼坂　誠

副会長 小林　眞智子

理　事 稲阪　稔 宇田川　光三 内田　節子 寺田　純子

業務執行理事 深沢　孝志

【監　事】 西原　弘明 守友　英徳

山下　興一郎

【評 議 員】 池　克志 伊藤　澄子 稲村　多恵子 内川　浩明 上出　和子

小長井　博子 塚田　雅二  土屋　志郎 湯川　芳朗

【理　事】

【顧　問】

令和４年３月３１日現在
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